
　　　　　　　　　

平成 ２９年度香美市教育委員会

施策に関する点検・評価報告書

平成30年11月20日

香美市教育委員会



　　　(評価の判断基準)

　想定を大きく上回る成果が得られた。

　想定以上に成果が得られた。

　想定どおりの成果が得られた。

　成果が得られたが、改善の必要がある。

　成果が得られず、見直しの必要がある。

　　外部からいただいたご意見

　　　点検・評価の客観性を確保するために、学識経験を有する外部の方を点検・評価委員と
　　して、ご意見、ご助言をいただきます。

　　結果の公表
　　　(１)点検・評価の結果については、議会へ提出します。
　　　(２)市民には、ホームページにより公開します。
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氏　　名 所　　　　　属

福石　賢一 　高知工科大学　　教職課程准教授
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点検及び評価の概要

　平成２０年４月１日に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正に於いて、教
育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関
する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないこととされました。

　 この改正は、効果的な教育行政を推進し、住民の皆様への説明責任を果たしていくことを目的としたもの
であり、具体的には、教育委員会で、自ら設定した教育に関する基本的な方針や地域の課題等に応じて、教
育行政がどのように執行されているのかを点検・評価することになります。

　香美市教育委員会は、平成２９年度の教育行政方針を基に、「心豊かな人づくり、人権尊重を核としたま
ちづくり」を推進しています。市民一人一人が、国際化、情報化、高齢化等の社会の変化に対応し得る能力
を身につけ、心身ともに健康で調和のとれた人間形成を自ら成し遂げ、自己実現が図れるように、生涯学習
の推進体制や環境を整備し、「学びをたのしむ人々が育つ風土づくり」に努めてきました。
　このたび、平成２９年度の取り組みに対し、自己点検・評価を行うとともに、評価内容の客観性を確保す
るため、学識経験を有する点検・評価委員から、今後の教育行政の推進についての意見・提言を受けまし
た。これらを「平成２９年度香美市教育委員会施策に関する点検・評価報告書」として公表いたします。

　教育委員会の点検・評価制度の実施により、教育委員会自らがその成果や課題を確認することで、今後の
施策改善に反映させるとともに、目指すべき方向についてより具体的なそして効果的な教育行政の推進を図
ることとします。

点検及び評価の構成

　平成２０年４月１日に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、市
教育委員会では、効果的な教育行政を推進し、市民への説明責任を果たすことができるよう市教育委員会
が行う事務の管理・執行状況について点検・評価を実施し、その結果をとりまとめました。

評　　価 判　　断　　基　　準
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　　　　　　　　　　　　　　　　　H29年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　外部評価

　地教行法改正に伴い平成20年度より開始された香美市における教育委員会の諸活動に対
する評価報告は今回で10回目の節目を迎えることとなった。これまでの10回の評価報告の
うち本年度の外部評価者による評価は今回で３回目となる。本年度の評価は昨年同様、市
教育委員会から頂戴した各種資料の検証、並びに同委員会事務局における各取組・事業の
担当者に対する聞き取り調査により評価を行った。これまで同様、資料の作成や聞き取り
調査への対応に多くの時間と労力を割いていただいたことに対しこの場を借りて関係各位
に謝意を申し上げたい。
　本外部評価では香美市の教育振興基本計画に基づいて策定された62の取組・事業を主た
る対象として評価を行った。市教育委員会は、市の教育振興基本計画に基づき、その基本
理念である「郷土を愛し、未来を拓く人づくり」の下、「1.主体的に学び、社会を生き抜
く力をもった人材を育てます」、「2.市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会
を築きます」、「3.夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します」の３つの視点か
ら事業を計画、実施している。具体的には、視点１については学力向上、幼小連携、いじ
め・不登校対策、教員・管理職研修等に関する26事業、視点２については地域での体験活
動、食育、子育て支援、地域連携等に関する21事業、視点３についてはICT機器整備、環
境教育、高知工科大との連携、生涯学習等に関する15事業が配されている。
　これらの取組・事業については各取組・事業毎に、まず市教育委員会が内部評価を行い
それぞれに１～５の評価点を付すこととなっている。今年度における評価基準は以下の通
りである：5点＝想定を大きく上回る状況、４点＝想定以上の状況、３点＝想定どおりの
成果、２点＝改善が必要、１点＝見直しが必要。この基準に基づく今年度の評価点の分布
は５点が0事業（昨年度1事業。以下同様）、４点が22事業（20事業）、３点が38事業（35
事業）、２点が２事業（６事業）、１点が０事業（０事業）であった。62事業中60事業
（56事業）、割合にして97%（90％）の取組・事業に３点または４点の評価点が与えられ
ている（平均点3.4点（3.3点））。各種資料並びに聞き取り調査をふまえて外部評価者が
行った評価においても60の取組・事業が３点以上であると判断した（平均点3.2点）。以
上から、香美市の教育振興基本計画に基づく教育委員会の取組・事業はおおむね計画通り
に実施され、かつそのことによって一定の成果を上げてきていると判断する。
 上記の62の取組・事業名の下で実施されている具体的な施策としては、例えば教師の指
導力向上を目指す各種研修会の実施、小１プロブレムの解消を目指すスタートカリキュラ
ムの作成、特別支援教育に関わる養護学校（県立）との連携、ICT機器や学校図書システ
ム等の環境整備、子育て中の親を対象とした子育てひろばの実施や一般市民向けの市民大
学講座の開講等がある。こうした事業のうち、わけても小中学校におけるコミュニティ・
スクール化の推進や地域学校協働本部を通じた地域人材の学校教育活動への参加といった
学校と地域の連携・協働、龍河洞プログラムやキャリアチャレンジデイ（高知工科大学に
て開催）など地域の教育資源を活かした教育活動は注目に値するもので、これらの取組・
事業の成果は学校の教育活動に参加した地域住民数がのべ4,400人以上に及ぶこと、「自
分の住んでいるところが好きだ」と思っている児童・生徒の割合が小６で89.7%、中3で
78.1%（平成26年調査では小中合わせて56.1%）に上ること、高知工科大への市内からの進
学者が平成25年に比べ４倍に増加したこと等のデータに現れていると考える。
 しかしながらいっぽうで、昨年度も言及させていただいたことだが、このような積極的
な取り組みにも関わらず、残念ながら本市も我が国の学校教育全般に共通する課題を払拭
するには至っていない。例えば、小中学校における暴力行為発生件数は昨年度に比べ減少
したものの、中学校における長期欠席者数や小中学校におけるいじめ認知件数は一昨年度
から昨年度にかけて増加し今年度も高止まりの状況にある（但し、いじめ解消率は昨年度
の83%から今年度は100%となった）。学力に関しても、全国学力・学習状況調査において
H27年度からの３年間で一定の改善が見られるものの、中学校の数学においてはまだ全国
平均との間に差が見られる。またこれらのことの背景にあると考えられる子どもたちの生
活面における課題についても、例えば家庭で平日２時間以上学習する中学生の割合28.2%
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（目標80%）、スマホなどの使い方について家の人との約束を守っている小中学生の割合
41.8%（目標79%）など、平成30年度末目標値との差が大きく根本的な対応が望まれるもの
が見受けられる。毎日朝ご飯を食べている児童生徒の割合については８割前後（目標
95%）を達成しているが、小中ともに昨年度に比べその割合が微減しており今後の推移を
見守っていく必要がある。このほか特別支援保育コーディネーターの配置（目標２名に対
し１名）やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、家庭教育支援員の配置
（特別な教育的支援の必要な子ども10人に１人の目標に対し同14人に１人）等、教育の条
件整備に係る課題についても目標達成のため委員会としての努力が求められる。
　また取組・事業の評価方法そのものに関し、一昨年度の外部評価においてＰＤＣＡサイ
クルを意識した評価、中長期の目標を意識した評価が必要である旨の意見を述べさせてい
ただいた。すなわち、目指すべき「到達目標」、「到達目標」を達成する手段としての
「具体的な取組・事業」、その取組・事業を実施した結果もたらされた到達目標の達成度
についての「評価」、その評価をふまえた改善策を盛り込んだ翌年度の「取組・事業計
画」、これらの間の関係性を意識した評価がそれである。この指摘に対し市教育委員会に
おいてご対応いただき、昨年度より評価表が刷新された。さらに今年度、評価の基準が
「平成30年度達成目標」の達成状況を明確に意識したものに変更されたことで、よりいっ
そう上記の趣旨に沿った評価が目指されることになった。この結果、評価点の年度毎の推
移の持つ意味が薄れることにはなったが、少なくとも今年度のみに着目すれば、先に見た
通り、62事業中60事業で評価点３（想定通りの成果）ないし４（想定以上の状況）の評価
がなされており、繰り返しになるが、香美市の教育振興基本計画に基づく教育委員会の取
組・事業はおおむね当初の計画通りに実施され、かつそのことによって一定の成果を上げ
てきていると考えられる。また、昨年度の外部評価において、「現状」とかけ離れた「平
成30年度達成目標」が設定されている取組・事業があることを指摘させていただいたが、
この点についても点検のうえ必要に応じ目指すことが可能な目標を再設定していただい
た。これらのことを通じて内部評価にしろ外部評価にしろ評価の根拠が明確になり評価の
論理がわかりやすくなったと考える。しかしながら、いざ各取組・事業に評価点をつけよ
うとすると、実際にはそれでも評価の仕方についてかなりの迷いが生じた。各取組・事業
の成果は最終的には「到達目標」の達成となって現れることが期待される。しかし実際に
は、「取組・事業」と「到達目標」の因果関係が曖昧だったり「取組・事業」の成果が現
れるまでに時間がかかるものがあったりすることを考えると、「到達目標」は達成されて
いないが予定していた施策は確実に行われている「取組・事業」についてどのように評価
すべきか大いに迷った。結局本年度の外部評価については、到達目標の達成状況と取組・
事業の実施状況の両方を参酌しながら評価点を決めることとした。望むらくはひとまず
「計画された取組・事業が確実に実施されたこと」と「到達目標の達成度」を分けて点
検・評価を行い、もしある取組・事業が計画通りに実施されたにも関わらずその取組・事
業に関わる目標が達成されなかった場合には、その目標と手段の関係が適切であるか否か
改めて検討することである。来年度は平成30年度までの５年間の取組・事業の総括と、そ
れをふまえた平成31年度からの新たな５年間の取組・事業計画の策定が控えている。その
際には是非この点について考慮いただきたい。
　なお最後に、備忘録的ではあるが、過去数年に渡って指摘されてきた年齢・経験年数を
考慮した各学校への教職員配置の問題が次期の取組・事業計画の議論の俎上に載せられる
ことが期待される。

4



＜視点＞

(1)　きめ細やかな教育・保育の推進と体制整備

内部評価 外部評価

インクルーシブ教育の推進
⑤いじめ対策・問題行動対策

3 3

インクルーシブ教育の推進
③関係各機関と連携した研修と支援

4 4

インクルーシブ教育の推進
④不登校対策

2 2

インクルーシブ教育の推進
①支援体制の確立

3 3

インクルーシブ教育の推進
②高知県立山田養護学校との連携 4 4

アプローチカリキュラム作成・実施 3 2

　スタートカリキュラム実施（小学校） 4 3

主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます

取組・事業名

　香美市０歳から１５歳までの「子どもの育ちの指標」を明らかにし、発達段階に応じた適切な教育の推進 3 3

保小連携・小小連携・小中連携教育 3 3
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(2)　活力ある保育所・学校づくりの推進

内部評価 外部評価

香美市子ども・子育て支援事業計画の実施 4 3

教育研究所による 学校支援の充実  3 3

保育職員の研修 4 4

中堅教員研修の充実 3 3

小中連携教育の推進 2 3

教職員に対する研修の充実
4 4

管理職研修の充実 4 4

取組・事業名

学校組織として教育活動を推進 4 4
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(３)　たくましく生きる人間力を培う教育の推進

内部評価 外部評価

健康な生活の推進 3 3

キャリア教育の推進
3 3

図書館教育の推進 3 3

体力の向上 3 3

道徳教育の推進 4 4

人権教育の推進 3 3

中学校学力向上推進
3 3

香美市チャレンジ塾 3 3

取組・事業名

学力向上プロジェクト事業 3 3
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＜視点＞

(１)　香美市のたからを活かしたふるさと教育の推進

内部評価 外部評価

食育の推進 香美市食育推進計画   4 3

香美市防災教育の推進
3 3

香美市小中学校 子ども会議 子ども議会 （毎年実施） 4 4

香美市ふるさとプログラムの実施
3 3

香美市の森の学習
(山の学習) 3 3

市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます

取組・事業名

香美市社会科副読本活用推進
（支援員配置）
（社会教育施設の活用）

3 3
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（２）　子育て支援と親支援の推進

内部評価 外部評価

子育てサポート体験
4 3

一時預かり
4 4

マタニティママのつどい

3 3

子育てに関する講習会
3 3

子育てサークル支援
4 3

子育てに関する
相談・援助

4 4

地域の子育て関連情報提供
3 3

子育てひろば
3 3

取組・事業名

香美市教育の日
地域の人々を学校へ 4 4

子育て専門家支援 家庭支援推進事業   4 3
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（３）　市民協働で地域の教育力を高める取組の推進

内部評価 外部評価

学校評価の推進
3 3

コミュニティ・スクール事業
4 4

放課後児童クラブの充実
3 3

取組・事業名

学校支援地域本部事業
4 4

放課後子ども教室推進事業
4 4
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＜視点＞

（１）　次世代を見通した教育の環境整備と実践

内部評価 外部評価

学校図書館システム化の推進 4 3

外国語（英語）教育の推進
3 3

環境教育
エネルギー教育の推進 3 3

情報モラル教育の推進
3 3

情報リテラシー教育の推進
3 3

夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します

取組・事業名

ICT機器整備
3 3
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（２）　高知工科大学との連携

内部評価 外部評価

（３）　生涯を通した豊かな学びと文化・芸術、スポーツ活動の充実

内部評価 外部評価

図書館活動の充実 3 3

生涯スポーツの推進 3 4

公民館活動の活性化 3 3

取組・事業名

芸術・文化活動の拠点となる市内社会教育施設の活用促進
公民館　3
美術館　3

3

民俗芸能や伝統行事を後世に残す取組の推進 3 3

高知工科大学学生企画による小中学校学習支援活動 3 3

高知工科大学の施設や｢知｣を活用した連携活動の推進
教職員情報リテラシー研修の推進
例：情報教育担当教員との連携

3 3

取組・事業名

高知工科大学について知る学習の推進
オープンキャンパス事業

4 4

高知工科大学留学生との交流
ディキャンプ開催 3 3
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＜視点＞
主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(1)　きめ細やかな教育・保育の推進と体制整備 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

・キャリアアンケート（15
項目）で、すべての項
目が80％以上
・自尊感情について、
小学生80%以上（全国
76.3）、中学生は、70%
以上（全国69.3）

・各小学校区で、交流
の年間計画を位置付け
る。
・中学校区で、「育てた
い子どもの姿」を作成。
・小学１年生・中１年生
の「学校に行きたくない
ようなことがあります
か」否定的回答85%以
上

・全保育所で、小学校
へ接続のためのアプ
ローチカリキュラムの作
成・実施（60%）
・中学校を意識した小
学校区（横のつながり）
の共通した取り組みの
実施（100%）

・小学校でスタートカ
リキュラムの作成・実
施（85%以上）

3

・特別な教育的支援
が必要な児童生徒の
うち、特別支援学級
100％､通常学級の個
別の指導計画作成
88％

・特別な教育的支援が
必要な児童生徒の個
別の指導計画作成
100％

①学校訪問による点検・指導・助言
②１２月末の県実態調査にて検証

○特別支援学級在籍児童生徒個別
の指導計画作成率100%。
○特別支援学級在籍以外の要支援
児童生徒への個別の指導計画作成
率92.6%。

〔達成評価〕　B

○特別支援学級在籍以外の
要支援児童生徒への個別の
指導計画作成率平成28年度
88%から、平成29年度92.6%に
上昇。

3

4 3

2

①小学校教員が保幼小連携の研修に参
加。
②作成したカリキュラムを使った研修の実
施。

〇４月中旬に、スタートカリキュラム
の授業参観・研修の実施（保幼小の
保育士・教職員約35名参加）
〇全小学校で、スタートカリキュラム
の作成

〔達成評価〕　Ａ

〇全小学校で今年度の実施
記録を基にして、来年度のス
タートカリキュラムを作成し
た。

4
　スタートカリキュラ
ム実施（小学校）

児童生徒の円滑な教育の接
続
・小学校でのスタートカリキュ
ラムの作成と、実施

・香長小学校、舟入
小学校でのスタートカ
リキュラムの作成・実
施。

・全小学校で、スタート
カリキュラムの作成。

3
アプローチカリキュ
ラム作成・実施

児童生徒の円滑な教育の接
続
・保育・小学校でのアプローチ
カリキュラムの作成と、実施
・保育所から小学校への接続
を円滑にするために、園児と
小学生、職員間等で交流をも
ち、ギャップを埋めるための就
学前のカリキュラムを作成す
る。

5

インクルーシブ教育
の推進
①支援体制の確立

園内・校内支援体制の確立と
推進
・全ての子どもが「わかる・で
きる」授業の実施
・高知県版引継シートの活用

〇全小中学校で、キャリア教育の視
点を入れての授業を実施。
○鏡野中学校区総合的な学習の時
間一覧表の作成
○大栃保・小中学校のパワーアップ
アクションプラン・生活リズム計画の
作成

〔達成評価〕　B

〇アンケートのほとんどの項
目で80％を超えている。
○自尊感情については、小学
生が77.3%、（昨年よりも＋
2.9P）中学生が69.2%（昨年度
よりも－3.0P）という結果。

3

・保育所のアプローチ
カリキュラムは市で作
成されているが、園の
カリキュラムは作成・
実施きていない。
・中学校に向けての
連絡会は実施してい
るが、具体的な取り
組みまでは至ってい
ない

・保育所のアプローチ
カリキュラムの作成・実
施。
・中学校に向けてアプ
ローチできる取り組み
を協議・決定。

①保育士・小学校教員が保幼小連携の研
修に参加。
②保育・幼稚園・小学校が協議できる場の
設定（年3回以上）③小中連絡会を年間3回
以上実施。

〇４月中旬に、スタートカリキュラム
の授業参観・研修の実施（保幼小の
保育士・教職員約35名参加）
〇夏期休業中に、小学校の教員が保
育園や幼稚園に保育体験。（約30名・
半日～１日）
〇各小学校で、年長児との交流会を
実施。

〔達成評価〕　B

〇全小学校で、年長児との交
流活動や教職員の保育職場
体験は実施されているが、ア
プローチカリキュラム作成まで
は至っていない。
○鏡野中学校区で、中学校を
意識した交流が実施されてい
る。

3

2
保小連携・小小連
携・小中連携教育

校種間連携、交流教育の推
進
・連携、交流教育の香美市の
計画作成
・目的を明確にした連携、交
流学習の推進
・保育所・小学校・中学校の連
携推進

・保小の幼児と児童
の交流はすべての小
学校で実施。
・小・中は、すべての
中学校区で教職員連
絡会を実施。
・各小学校区・中学校
区で、年度末の引継
ぎ会（支援の必要な
幼児や児童を中心）
実施。

・各小学校区で、互恵
性のある保幼小交流
活動の実施。
・各中学校区で、児童
生徒の育ちが連続した
ものになるような一覧
表の作成
・小学１年生・中学１年
生の「学校に行きたくな
いようなことがあります
か」否定的回答75%以
上

・「育ちの指標」を活
用した授業研究が実
施されている。
・小中学生を対象に
キャリアアンケートを
実施している。
・「自分にはよいとこ
ろがある」について
は、小学校は74.9%、
中学校は、72.2%

・キャリアアンケート（15
項目）で、すべての項
目が75％以上
・自尊感情について、
小学校は昨年度74.4%
よりも(5P)上げる。中学
校は、昨年度72.2%と同
等または(+2P)

1

　香美市０歳から１
５歳までの「子ども
の育ちの指標」を明
らかにし、発達段階
に応じた適切な教
育の推進

めざす子ども像の明確化と目
標の共有
・子どもの「育ちの指標」の作
成
・「育ちの指標」による保育・教
育の実施
・保・小・中・高合同の研修会
の実施

・特別な教育的支援
の必要な児童生徒の
個別の指導計画作
成100％

平成29年度

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

①保幼小連携研修の実施（年間3回）
②保幼小の交流についての話し合いを実
施（事前・事後）
③山田小・鏡野中の探究の指定を活用し
た小中連絡会の実施（年間3回以上）

〇９月に全小学校３年生（約180人）を対
象に龍河洞プログラムを実施。
〇保幼小連携研修を年間２回実施
○全小学校区で、保幼小交流活動の実
施。
○外国語を通して、小小連携を実施。
○中学校区の連絡会の実施
○支援の必要な幼児・児童・生徒の把握
（シートによる引き継ぎ対象者３３名）
○全保育小中学校で引き継ぎ会を実施。

〔達成評価〕　Ｂ

〇各小学校区で、保育・幼稚
園との交流が年間数回実施さ
れている。

3 3

3

①校内研究や公開授業等で、「育ちの指
標」を意識した授業を実施する。（特に生活
科・総合的な学習の時間）
②教師が授業や学習活動の中で、子ども
たちの考えを深めたり、広げたりできるよう
な場面を作る。

②

目指す子ども像の明確化と

目標の共有
①子どもの「育ちの指標」の作成
②「育ちの指標」による保育・教育の実施

・保・小・中・高合同の研修会の実施

① ②

校種間連携、交流教育の推進
・連携、交流教育の香美市の計画作成

・目的を明確にした連携、交流学習の推
進

・保育所・小学校・中学校の連携推進

児童生徒の円滑な教育の接続

・保育、小学校でアプローチ
カリキュラムの ①作成 と ②実施

① ②

・校種間連携、交流教育の推進
・①保育（小学校入学に向けて）

②小学校で
アプローチカリキュラムの作成と実施

①

①園内・校内支援体制の確立と推進

②全ての子どもが「わかる・できる」授業
の実施・高知県版引継シートの活用

②

13



＜視点＞
主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(1)　きめ細やかな教育・保育の推進と体制整備 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

平成29年度

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

2 2

4

・保育所に家庭教育支
援員（専任）を配置して
いる。（物部地区、香北
地区、なかよし保育所、
あけぼの保育所に各１
名）
・特別な教育的支援が
必要な子どもへの適切
な対応ができる教職員
の増加により、子どもの
発達が保障されてきた。

〔達成評価〕　Ａ

○家庭教育支援員の配置や
専門家による研修を受講する
ことで、特別な教育的支援が
必要な子どもに適切な支援が
できる教職員が増え、支援会
議で具体的且つ効果的な手
立てが提案できている。

4

4 4

・家庭教育支援員（専
任）の継続配置。
・支援会議での具体的
な手立てが提案でき
る。

①家庭教育支援員（専任）の継続配置。
②発達障害指導者実践講座に2名以上の
受講者を派遣。

○特別な教育的支援が必要な子ども
への適切な対応ができる教職員が増
加。
○発達障害等指導者実践講座新
コースを3校4名修了。
○高知大学大学院発達障害教育演
習（むすびネット）11回開講。（参加
者：のべ177名）

3

・いじめを認知する
アンテナが高くな
り、いじめ件数が増
加。
・いじめ解決率83%

・いじめ解決率100％
・「いじめはどんなこ
とがあってもいけな
い」100％

①いじめアンケートの実施と対応。
②ＱーＵ検査の実施と分析により、子ども
の実態把握を行い、適切な支援を行う。

○各校年間２回以上いじめアンケー
トの実施と対応
○Q-U年間２回実施。
○Q-U開発者の講話（100名参加）実
施。

39

インクルーシブ教育
の推進
⑤いじめ対策・問題
行動対策

子ども、保護者の心に寄り
添った取組
・教育相談の充実
・ＳＣ，ＳＳＷの配置によるきめ
細かく継続的な児童生徒支
援、およびその家庭支援
・香美市教育支援センターの
充実
・Ｑ－Ｕ検査活用による児童
生徒の心の把握

①教育相談講座に教職員を派遣す
る。
②全小中学校にＳＣを配置。ＳＳＷは３
人体制を継続。教育支援センターにア
ウトリーチ型ＳＣを配置。

○教育相談講座への教職員の派遣
２名。
○教育支援センターにアウトリーチ型
ＳＣを配置。
○SCSSW,,家庭教育支援員を支援の
必要な子ども、家庭に対して14人に
ひとりの配置。

〔達成評価〕　Ｃ
○平成29年度香美市不登校
出現率（小０．８％　中７．３
９％）が、全国平均を上回って
いる。

8

インクルーシブ教育
の推進
④不登校対策

子どもの学びを保証する取組
・相談体制の充実
・ＳＳＷの配置による児童生
徒、家庭支援
・香美市教育支援センターの
充実
・ＳＣの配置による児童生徒、
家庭支援

・小中学校とも不登
校出現率（小
0.77%、中6.44%）が
全国平均値を上
回っている。
・ＳＣ、ＳＳＷの配置
が、特別な教育的
支援の必要な子ど
も、家庭16人に対し
1人となっている。

・不登校出現率が小
0.75%、中4.25%を下
回る。※（H27年度は
中学校が4.34%だっ
たため。）

〔達成評価〕　B

○小中学校12月まで累計いじめ
認知件数（H28年度47件→H29年
度53件）
○平成29年度高知県生徒指導上
の諸課題・児童生徒虐待に関す
る調査で、いじめ解消率100%。
○「いじめはどんなことがあっても
いけない」（全国学力学習状況調
査質問紙肯定回答：小学校97.2%
（＋1.1）全国比・中学校92.6%（－
0.2）全国比）

7

インクルーシブ教育
の推進
③関係各機関と連
携した研修と支援

・香美市特別支援教育研修の
実施
・児童虐待に関する研修の充
実
・専門家による教職員支援
・家庭支援員による家庭教育
支援

①特別支援教育学校コーディネーター合
同研修を継続。巡回相談事業、実践交流
事業、教育相談事業を通じて連携する。

○保・幼・小・中・高・特別支援学校
コーディネーター合同研修（１回）実
施。
○新担任研修（１回）実施。
○巡回相談事業（５回）実施。
○実践交流事業（５回）実施。
○教育相談（63名）実施。

〔達成評価〕　Ａ

○保・幼・小・中・高・特別支援
学校コーディネーター合同研
修肯定的評価100%。
○就学に関して、情報共有・
意思疎通ができた。

6

インクルーシブ教育
の推進
②高知県立山田養
護学校との連携

・県立山田養護学校との連携
教育の確立と推進

・全小・中学校は特別
な教育的支援につい
ての研修や教育活動
等で連携できている。
・保育所は、保育コー
ディネーターを通じて
連携できている。

・全小・中学校は特別
な教育的支援について
の研修や教育活動等
で連携できている。
・保育所は、保育コー
ディネーターを通じて
連携できている。

・全保育所、全小・中学
校が特別な教育的支
援についての研修や教
育活動等で連携できた
（100％以上）

・保育所に家庭教育支援
員（専任）を配置してい
る。（物部地区、香北地
区、なかよし保育所、あけ
ぼの保育所に各１名）
・特別な教育的支援が必
要な子どもへの適切な対
応ができる教職員の増加
により子どもの発達が保
障される。（支援会議での
具体的な手立てが提案で
くる。）

・小中学校とも出現
率が全国平均値以
下となる

・SC,SSWの配置が特
別な教育的支援の必
要な子ども、家庭10
人に対し1人となって
いる

・いじめ解決100％

・「いじめはどんなこ
とがあってもいけな
い」100％

山田養護学校との連携教育の確

立と推進

・香美市特別支援教育研修の実施

・高知県版引継シートの活用

・児童虐待に関する研修の実施

・専門家による教職員支援

・家庭支援員による家庭教育支援

子どもの学びを保障する取組
・教育相談の充実
・SSWの配置による児童生徒、家庭支
援
・香美市教育支援センターの充実
・SCの配置による児童生徒、家庭支援

子ども、保護者の心に寄り添った取組
・教育相談の充実

・SC、SSWの配置によるきめ細かく継続的な児

童生徒支援、およびその家庭支援

・香美市教育支援センターの充実

・QU検査活用による児童生徒の心の把握

①

14



＜視点＞
主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(2)　活力ある保育所・学校づくりの推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度

達成目標

・国、高知県、香美市
の教育計画、事業等
について理解できた
校長、教頭（100％）

・それに基づく学校経
営の実施（100％）

①研究主任会の実施
香美市：５月２６日、２月２２日
県　　　：６月２７日、２月６日
②キャリア教育担当者会年３回実施
③道徳教育推進地区協議会年5回実
施
④特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研（市・年4
回）実施

・「知」に対する評価
で、学校経営計画「Ｂ
以上」と学校関係者評
価「Ａ以上」にすべて
の学校がなる。
・学校経営計画が全て
の教職員で作成・共有
されている。（100％）
・香美市は「教育に力
を入れているまち」と
いう意識（市民・80％)
・各校の児童生徒・保
護者に対する学校評価
アンケートで「授業が
分かりやすい」（85％
以上）、｢校区内の各校
種で教育目標を共有す
る取組を連携した教育
が行われている。｣（全
国学調・99％）

・研修会後アンケートで
研修内容が活用できる
と回答（94％以上）

・研究主任の課題意識
調査
校内研修診断「研究主
題の設定と追究」3.5（３
件法）
・道徳教育の全体計画
が整理できている。（新
学指対応）
・特別支援教育につい
て、校内支援会議が学
校が主体になって行え
ている。

〔達成評価〕　Ａ

・定例校長会は毎月実施できた。所管事項以
外として、業務改善について意見を頂いた。
・教頭会は主幹教諭も含め、交流を中心に
行った。より計画的で育成型の研修を進め
た。
・合同研修会は、各園や校の交流により理解
がすすんだ。
・国、高知県、香美市の教育計画、事業等に
ついて理解できた校長、教頭（100％）
・それに基づく学校経営の実施（100％）

4

・研究主任は、校内研
修診断「研究主題の設
定と追究」2.7以上（4件
法）
・道徳教育の全体計画
が整理できている。
・特別支援教育につい
て、校内支援会議が学
校が主体になって行え
ている。100％

・研究主任　校内研修
診断「研究主題の設定
と追究」3.0以上（4件
法）
・道徳教育の全体計画
が整理できている。（新
学指対応）
・特別支援教育につい
て、校内支援会議が学
校が主体になって行え
ている。100％

①研究主任会の充実(市・年2回、県年2回）
②キャリア教育担当者会の実施(年3回）
③道徳教育推進地区協議会の実施(年3
回）
④特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研（市・年4回）

4
中堅教員研修の充
実

研究主任等学校経営に関わる
教員の育成
・ミドルリーダー育成研修の実
施
・児童生徒理解研修の実施
・特別支援教育研修の実施

1
学校組織として教
育活動を推進

・組織的に取り組む学校経営の
推進
・学力向上を核にした学校経営
の実施
・学力向上に向け、確実なＰＤＣ
Ａサイクル化した教育実践
・先進地の学校経営について学
ぶ視察研修
・高知工科大学・県立山田高等
学校・県立山田養護学校と連
携して進める学校経営
・コラボレーション会議との連携
による事業
・学校関係者評価の実施

3 管理職研修の充実

校長会
教頭会
管理職（校長・教頭合同)研修

2

教職員に対する研
修の充実

香美市教職員総会・研究会（４
月）
香美市教職員研修会(８月）
香美市保小中合同研修会(８月）
香美市教育研究会(年５回）

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

4

・学力向上にむけ、確実なPDCA
サイクル化した教育実践を図るた
め、年２回東部教育事務所アドバ
イザーとともにすべての学校を訪
問し、学校経営計画の作成・進捗
確認・指導を行っている。
・学校関係者評価について、計画
に沿った実施を行った。
・コラボ会議を毎月実施し、各事
業の進捗管理を行った。
・先進地の学校経営について学
ぶため、コミュニティスクールの県
外視察の実施（神奈川県横浜市
東山田中学校）
・高知工科大学・高知県立山田高
等学校・高知県立山田養護学校
と連携した探求の研究（コラボ会
議の実施）

〔達成評価〕　Ａ

・経営計画をもとにチームとして取
り組む姿が、訪問によって確認で
きている。
・学校経営計画は、教職員によっ
て作成・共有できている。
・コラボ会議では、各事業の計画
や成果の報告を行うとともに、新た
な事業（プレゼンフェア、理科クラ
ブ、外国語等）の確かな活動の報
告がされている。
・各校の児童生徒・保護者に対す
る学校評価アンケートで「授業が分
かりやすい」（83％）、｢校区内の各
校種で教育目標を共有する取組を
連携した教育が行われている。｣
（全国学調・100％）

4

・学校関係者評価の
「知」に対する評価
は、すべての学校が
A以上である。
・学校経営計画での
評価でＢ以上でない
学校は１校である。
・学校経営計画が全
ての教職員で作成・
共有されている。（学
校訪問による聞き取
り100％）
・各校の児童生徒・
保護者に対する学
校評価アンケートで
「授業が分かりやす
い」（80％以上に達し
ていない学校が１
校）
・｢校区内の各校種
で教育目標を共有す
る取組を連携した教
育が行われてい
る。｣（全国学調・
100％）

・学校関係者評価の
「知」に対する評価
は、すべての学校が
A以上、学校経営計
画ですべての学校
がＢ以上。
・各校の児童生徒・
保護者に対する学
校評価アンケートで
「授業が分かりやす
い」（85％以上）

①学校経営計画を全教員が意識して
取り組む学校づくりの支援（教育事務
所の指導）
②学校関係者評価委員との連絡や広
報の支援
③コラボレーション会と事業の実施
・子ども会議（祭り）　・コラボレーション
会議　・子どもの育ち長期調査　・英語
クラブ　・理科クラブ　等

平成29年度

・8月の2回の研修後の
アンケート結果
「実践に生かせる」96%
・全体研修3回で、香美
市の教育の方向性や
課題を共有している。
また、香美市教育研究
会や各種研修会を通し
て、研修の充実を図っ
ている。

・8月の2回の研修会後
のアンケートで、「実践
に生かせる」が95％以
上保持

①香美市教職員総会・教育研究会（4月）
②香美市教職員研修会(8月）
③香美市保幼小中合同研修会(8月）
④香美市教育研究会(年5回）
⑤各種研究発表会（香美市内学校）
⑥各種研修会（香美市内教職員対象）
の実施と内容の充実

・国、高知県、香美市
の教育計画、事業等に
ついて理解できた校
長、教頭はほぼ100％
（全国学調の学校質問
紙で確認）
・それに基づく学校経
営の実施35％（チェッ
クシートの項目Ｌｖ３以
上）

・国、高知県、香美市
の教育計画、事業等に
ついて理解できた校
長、教頭は100％（全国
学調の学校質問紙で
確認）
・それに基づく学校経
営の実施50％（チェッ
クシートの項目Ｌｖ３以
上）

①校長会や教頭会（育成型）の実施と協議の場
の充実
・チェックシート（教育課程、授業及び学習状
況、生徒指導）の内容を盛り込む
②校長、教頭合同研修の実施（教育課題）
③保育園長を含めた合同研修の実施と内容の
充実（特別支援、こどもの体）

〔達成評価〕　Ａ
香美市の教育施策の軸となる、「コミュニ
ティースクール」、「学力向上」、「保幼小連携
教育」に関する研修を年間を通して開催できた
ことで、香美市の教育の周知が図られた。
①香美市教職員総会・教育研究会（４月１４
日）
香美市の教育の重点的施策について
②香美市教職員研修会(８月３日）
コミュニティスクールについて
③香美市保幼小中合同研修会(８月１９日）
④香美市教育研究会(年間５回）
⑤各種研究発表会（香美市内学校）
・探究的な授業づくり、学力向上モデル校、教
科間連携事業、道徳、外国語
⑥各種研修会（香美市内教職員対象）
キャリア教育、特別支援教育、保小連携教育
等

〔達成評価〕　A

８月の研修会アンケートより
「実践に生かせる内容であった。」
98％

4 4

4

・毎月の校長会の実施。
・隔月の教頭会の実施。
教頭会テーマ（教育計画書、業務
改善、特別支援教育、情報教育、
教育長講話）
・校長教頭合同研修会４月、園長
との合同会７月（体幹、支援会
議）園長校長会１月（映画視聴）を
実施

3

〔達成評価〕　B

○研究主任用「校内研修会充実のた
めの課題解決シート」校内研修診断結
果
項目：「研究主題の設定と追究」2.99p
（4件法）・・・香美市学校平均
○道徳教育の全体計画が整理できて
いる。（中学校はH30年度完成）
○学校主体の校内支援会議100％

3

組織的に取り組む学校経営推進
・学力向上を核にした学校経営の実
施
・学力向上にむけ、確実なPDCAサ
イクル化した教育実践
・大学教授、東部教育事務所等によ
る研修
・先進地の学校経営について学ぶ
視察研修
高知工科大学・高知県立山田高等
学校・高知県立山田養護学校と連
携して進める学校経営
・コラボレーションの会と連携による
事業
学校関係者評価の実施
・学校関係者評価

・香美市教職員研究会（4月）
・香美市教職員研修会（8月8日前後実施）
・香美市保小中合同研修会（8月第3土曜）
・教職員の資質向上のための研修実施

・管理職（校長・教頭合同）に 対す

る研修会

研究主任等学校運営に関わる教員の
育成
・ミドルリーダー育成研修の実施
・人間関係づくり、児童生徒理解研修の
実施
・特別支援教育研修の実施
・児童生徒理解の研修の実施
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＜視点＞
主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(2)　活力ある保育所・学校づくりの推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度

達成目標
取組・事業名 事業の概要

年度当初の現状
(課題等）

具体的な到達目標
(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

平成29年度

・子ども・子育て会議を
必要に応じて開催す
る。

・子ども・子育て支援事
業計画に基づく事業の
うちの計画通り・概ね計
画通り進んでいる割合
が95％以上

・保育職員総合研修（年４
回実施100％）
・ １８組に分かれた保育・
給食職員相互の研修（各
組年４回実施100％）
・ティーチャーズトレーニン
グ（年９回実施100％、各
園１名以上受講）
・県教育センター実施のス
テージ研修の受講（対象
職員受講100％）

・保育職員総合研修（年4回実施）
　実施日：4/5・8/19・10/28・1/13
・保育職員18部会ごとの研修
　（各部会／年4回実施　述べ72
回）
・ティーチャーズ・トレーニング
　（11月⇒5名・4回、12月⇒5名・4
回実施）
・県等の主催による研修会への
参加

○各中学校区にて、連携協議会を開
催
【鏡野中】５月８日、８月３日、２月（予
定）
「小中の円滑な接続について（学習
面・生活面）」

【香北中】５月２５日、8月７日、１０月２
６日、１２月２６日
「中学校区のつけたい力について」協
議

【大栃中】年間１０回以上実施（学校、
保護者、地域）
・「小中の円滑な接続について（学習
面・生活面」
・「ものべっこ生活リズム」検討会及び
研修会

【学力】
①全国学力・学習状況調査結果集計および分
析（６月校長会に提供）
②香美市子どもの育ち長期調査集計および分
析（８月、２月校長会に提供）

【外国語】
③香美市外国語意識実態調査集計および分
析（５月、９月、２月　コアエリア推進会議に提
供）
④英検ＩＢＡ結果分析（１月中学校５教科部会
に提供）
⑤各学校への支援訪問（通年）

【特別支援】
⑥学校訪問による点検・指導・助言
⑦12月末の県実態調査にて検証

児童生徒の目指す姿
・朝食を摂る児童生徒
(100％)
・家庭学習（平日）
　小学校　１時間（80％）
　中学校　2時間（80％）
・テレビやゲーム、スマホ
(学習外・平日）2時間以内
　小学校　80%
　中学校　80%
・スマホなどの使い方につ
いて、家の人との約束を
守っているか。（79％以
上）

【学力】
H30「全国学調」で小学校は
国語、算数とも全国比5P以
上、中学校は国語、数学とも
全国平均値以上
【外国語教育】意識実態調査
・「外国語を学ぶことが楽し
い」小学校高学年 90%
・「英語の授業が分かる」
中学２年生60%以上
【英検】
英検3級程度の力を持ってい
る中学3年生 40%
【特別支援教育】
・特別な教育的支援の必要
な児童生徒の個別の指導計
画作成99％

3

〔達成評価〕　B
【学力】H29「全国学力・学習状況調査」（全国平
均との差）
小学校：国+0.4p、算+4..8p
中学校：国+0.2p、数-5p

【外国語】外国語意識調査
・「外国語を学ぶのは楽しい」 小学校高学年：
88.7%

・「英語の授業が分かる」
中学２年生：76%（強い肯定36%）
【英検】
英検3級程度の力を持った中学３年生32.9%

【特別支援】
・特別な教育的支援が必要な児童生徒の個別
の指導計画作成100％

3

〔達成評価〕　Ａ

・保育職員総合研修（年４回実施100％）
・ １８組に分かれた保育・給食職員相互の
研修（各組年４回実施100％）
・ティーチャーズトレーニング（年９回実施
100％、各園１名以上受講）
・県教育センター実施のステージ研修の受
講（対象職員受講100％）

4

・事業の実施状況の確認・評価
　（H29.11/17・Ｈ30.1/17に 香美
市子ども・子育て会議開催、2/15
開催予定）
・計画中の取組み事業のＨ28年
度振返り、及び事業の見直し等を
行っている。

〔達成評価〕　Ａ

・事業の確認・評価については、子
ども・子育て会議を招集し、審議し
ている。

・H29年度は子ども・子育て支援事
業計画に基づく事業のうちの92％
以上が計画通り・概ね計画通りに
進んでいる。

4 38

香美市子ども・子育
て支援事業計画の
実施

香美市における教育・保育及び
子ども・子育て支援事業計画の
充実のほか、母子保健事業、
ひとり親への支援施策の展開
等、子どもを取り巻く各種支援
の包括的な整備に向けた計画
を定める。

・計画に基づく事業達成
65%

現場努力だけでは実施で
きない計画への取組みが
課題
・土曜日11時間保育の実
施→なかよし・大栃保育
園（Ｈ28未実施）、片地・
新改保育園（Ｈ29未実
施）
・0歳児保育の実施→片
地保育園・新改保育園
（Ｈ29実施）

・計画に基づく事業達
成70%
事業計画の中間見直
しを実施。Ｈ29年度実
施計画の片地保育園0
歳児保育を実施、土曜
日11時間保育の未実
施園（なかよし保育園）
での実施を検討。

①事業の実施状況の確認・評価

②計画の中の取組事業（一部）
　・片地保育園０歳児保育受付開始（定員３
名）
　
　・なかよし保育園での土曜日11時間保育
の実施

7 保育職員の研修

・総合研修
・部会ごとの研修
・ティーチャーズ・トレーニング

【学力】
H28「全国学力・学習状況調査」
（全国平均との差）
小学校：国+0.6P、算＋1.4P
中学校：国-0.8P、数-8.7P
【外国語】外国語意識調査(H29.5)
・「外国語を学ぶことが楽しい」
小学校高学年：87.8%
外国語意識調査(H28.12)
・「英語の授業が分かる」
中学2年生：44%
【英検】
英検３級程度の力を持った中学３
年生31%
【特別支援】
・特別な教育的支援が必要な児
童生徒のうち、特別支援学級
100％､通常学級の個別の指導計
画作成88％

【学力】H29「全国学力・学習状況
調査」（全国平均との差）
小学校：国+3P以上、算+3P以上
中学校:国 ±0以上、数-5P以内

【外国語】外国語意識調査
・「外国語を学ぶのは楽しい」 小
学校高学年：90%
・「英語の授業が分かる」
中学２年生：50%
【英検】
英検3級程度の力を持った中学３
年生40%

【特別支援】
・特別な教育的支援が必要な児
童生徒の個別の指導計画作成
100％

【学力】
①全国学力・学習状況調査結果集計および分
析
②香美市子どもの育ち長期調査集計および分
析

【外国語】
③香美市外国語意識実態調査集計および分析
④英検ＩＢＡ結果分析
⑤各学校への支援訪問

【特別支援】
⑥学校訪問による点検・指導・助言
⑦12月末の県実態調査にて検証

6

教育研究所による
学校支援の充実

研究活動の推進
・キャリア教育
・外国語活動
・特別支援教育

学校支援推進
・教職員育成
・学力及び意識実態把握に関
する調査及び分析
・キャリア教育
・特別支援教育

・研修回数等は確保され
ており外部の専門家によ
る研修割合も増加してき
たが、マンネリ化した内容
で実施している研修があ
る。
・保育職員総合研修（４
回）
・18部会に分散して研修
（各４回）
・県等の主催による研修
会への参加

・研修会に占める外部
専門家による研修の割
合が60％以上にとなる
よう取り組む。

①保育職員総合研修（４回）
②18部会に分散して研修（各４回）
③県等の主催による研修会への参加
④研修について保育職員にアンケート調査
実施
⑤ティーチャーズトレーニングの実施（8名・
6回）

5
小中連携教育の推
進

子どもの育ちについて中学校
区での共有の場の設定
①授業の進め方
②家庭学習のシステム構築
③基本的な生活習慣の確立に
おける連携

児童生徒の目指す姿
（全国学調）
・朝食を摂る児童生徒
(小96.2%、中94.1%)
・家庭学習
　小学校　１時間
（71％）
　中学校　2時間
（30％）
・テレビやゲーム、スマ
ホ（学習外・平日）2時
間以内
　小学校　68%
　中学校　35%
・スマホなどの使い方
について、家の人との
約束を守っているか。
（不明）

児童生徒の目指す姿
（全国学調）
・朝食を摂る児童生徒
(小98%、中95%)
・家庭学習
　小学校　１時間
（75％）
　中学校　2時間
（50％）
・テレビやゲーム、スマ
ホ（学習外・平日）2時
間以内
　小学校　70%
　中学校　50%
・スマホなどの使い方
について、家の人との
約束を守っているか。
（75%）

①中学校区連携協議会の実施
②育ちの一覧表を利用した協議の実施
・小中公開授業の参観

〔達成評価〕　C

児童生徒の目指す姿（H29全国学
調）
・朝食を摂る児童生徒(小88.1%、中
85.9%)

・家庭学習
　小学校　１時間（64.8％）
　中学校　2時間以上（28.2％）
・テレビやゲーム、スマホ（学習外・
平日）2時間以内
　小学校　68.8%
　中学校　60.4%
・スマホなどの使い方について、家
の人との約束を守っているか。
（41.8%　小：37.6% 中：46%）

2

4

3

子どもの育ちについて中学校区での共有の場の設
定（中学校区連携協議会等での共有）

①授業の進め方の連携
・小中学校での授業(授業研究や乗入れ）、ノート指
導の統一等での連携推進

②家庭学習のシステム構築、実践
・小中学校の連携した家庭学習の仕方等

③基本的な生活習慣の確立における連携
・早寝、早起き、朝ごはん等
・ゲームをしている時間等
・スマートフォン等の使用の仕方等

研究活動推進
・キャリア教育（３つの柱）
・外国語活動、特別支援教育等

・広報、啓発活動等

学校支援推進

・教職員育成
・学力向上への取組推進と支援

・キャリア教育推進
・特別支援教育推進

① ②

香美市子ども・子育て支援事業計画

①計画の作成
②計画に沿った事業の実施

・保育職員総合研修（年４回）

・部会ごとの研修（１８部会年各４回）

・ティーチャーズ・トレーニング
・県等の主催による研修会への参加

① ②

香美市子ども・子育て支援事業計画

①計画の作成
②計画に沿った事業の実施

・保育職員総合研修（年４回）

・部会ごとの研修（１８部会年各４回）

・ティーチャーズ・トレーニング
・県等の主催による研修会への参加
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＜視点＞
主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(３)　たくましく生きる人間力を培う教育の推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度

達成目標

・H30「標準学力調査」の
達成率全国平均以上

・全国学力・学習状況調
査で、「難しいことでも失
敗を恐れないで挑戦す
る」「人の気持ちのわかる
人になりたい」「決まりを
守る」等の児童生徒の意
識が、小学校6年生中学
校3年生とともに全国平均
値より高くなる。

4 道徳教育の推進

香美市道徳教育連絡協議会によ
る道徳教育の推進
・心のノート、ふるさとの志、高知の
道徳の活用促進
・道徳の授業の質、教員の指導力
の向上
・家庭、地域社会を巻き込んでの
取組の実施

5 人権教育の推進

・いじめ防止サミットへの積極的な
参加支援
・人権参観日の実施支援
・学校における家庭、教職員の研
修実施支援

3
香美市チャレンジ
塾

各校区での子どもの学び場の整備
・放課後子どもプランの実施

2

中学校学力向上推
進

中学校学力向上推進
・中学校教員の授業改善、研究授業実
施
・学力向上アドバイザー派遣
　（退職教員による若年教員指導と支
援）
・数学、理科学力向上補助員の配置
・高知県教育委員会作成シート活用促
進
・中学校５教科部会の活性
・中学校への工科大生派遣

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標
(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

1
学力向上プロジェク
ト事業

学力向上プロジェクト
・大学教授、東部教育事務所等に
よる研修
・標準学力調査による到達度把握
・学力向上支援員の配置
・学力先進地視察実施
・若年教員を育成するシステム構
築と実施
・研究主任会の充実
・高知工科大学生、山田高校生に
よる学習ボランティア活動の推進

平成29年度

・H30「全国学調」で小学
校は国語、算数とも全国比
5P以上、中学校国語、数学
とも全国平均値以上
・県学力調査で小学校、中
学校とも高知県平均値3P以
上。
・学力調査の全ての教科で
０点が０人
・中学3年生の進路保障
100％
・標準学力調査（中2）国
語全国比+3P、数学+3P

・H30中2の「標準学力調
査」4月実施（国比+3p以
上）
・H30中2の「高知県学力
定着状況調査」1月実施
（県比+3p以上）

・H28「全国学力・学習状況
調査」（全国平均との差）
小学校：国+0.6P、算＋1.4P
中学校：国-0.8P、数-8.7P

・H28「高知県学力定着状
況調査」（県平均との差）
小学校：+1.1～+P3.6、
中学校：-5.4～+5.9P

・H28中3の進路実現97%

・H28標準学力調査（中２）
国語-0.8P、数学+2.0P

・H29「全国学力・学習状況調
査」（全国平均との差）
小学校：国算+3P以上、中学
校:国数 ±0P、数学-5P以上

・H29「高知県学力定着状況
調査」小中学校：高知県平均
値以上

・H28中3の進路実現100%

・H28標準学力調査（中２）
国数全国平均以上

3

〔達成評価〕　Ｂ
○H29「標準学力調査」結果(中２)
　国-0.3p(香美市70.1% 全国70.3%)
　社-6p（香美市45.9%  全国51.9%)
　数+3.2p（香美市61.6%  全国58.4%)
　理-4.8p香美市47.8% 全国52.6%)
　英-2.4p（香美市58.9%  全国61.3%)
○H29「高知県学力定着状況調査」（中２）
  国+2.4p（香美市61.5%  県59.1%)
　社+3.1p（香美市43.9%  県40.8%)
　数+8.5p（香美市52.1%  県43.6%)
　理+6.2p（香美市47.9%  県41.7%)
　英-0.3p（香美市49.3%  県49.6%）

①東部教育事務所指導主事の招聘
香美市内全学校において、指導主事を招聘し
た校内研究会及び教科会の実施
②各指定事業における研究の充実
・探究的な授業づくり公開授業研
（鏡野中）５月２３日、１１月２２日、２月６日
・学力向上モデル校公開授業研
（香北中）６月９日、１０月２６日、１月１８日
・教科間連携　公開授業研（校内）
（大栃中）年間５回実施
③支援員の配置（鏡野）11名
④中学校５教科部会の実施
　全教科　年間３回実施
　教育研究会の実施
　４月１４日、６月７日、１０月１１日

3

〇児童会・生徒会サミットへの参
加支援
〇人権参観日への講演会支援
○人権教育副読本作成のための
編集委員会実施

〔達成評価〕 B
平成28年度全国学力学習状況調
査質問紙（全国比）
○「自分には良いところがあると思
いますか。」小：77.3（全国77.9）-
0.6P、中：69.2（全国70.7）‐1.5P
○「いじめはどんな理由があっても
いけないことだと思う」小：92.6%（‐
5.4P）、中97.2%（＋1.2P)
○学校に対しての研修支援の実
施

3

①東部教育事務所指導主事の招聘
香美市内全学校において、指導主事を招聘し
た校内研究会を実施
②各種研修会の実施
・研究主任会の実施
（県学力研究主任会）６月２７日、２月６日
（市研究主任会）５月２６日、２月２２日
・中学校５教科部会
全教科　年間３回の実施
・教育研究会の実施
４月１４日、６月７日、１０月１１日
③県指定事業における公開授業研究会の実施
・探究的な授業づくりに係る公開授業研究会
（山田小）６月２８日、１１月２２日、１月３０日
（鏡野中）５月２３日、１１月２２日、２月６日
・学力向上モデル校に係る公開授業研究会
（香北中）６月９日、　１０月２６日、１月１８日

〔達成評価〕　Ｂ
○平成２９年度「全国・学力状況調査」（全国
との差）
　【小】国Ａ-0.8p  B+1.5p 　算Ａ+7.4p  Ｂ+2.1p
　【中】国Ａ-1.4p  Ｂ+1.8p   数Ａ-5.8p  Ｂ-4.1p
○H29「高知県学力定着状況調査」（中２）
  国+2.4p（香美市61.5%  県59.1%)
　社+3.1p（香美市43.9%  県40.8%)
　数+8.5p（香美市52.1%  県43.6%)
　理+6.2p（香美市47.9%  県41.7%)
　英-0.3p（香美市49.3%  県49.6%）
○H28中３の進路実現　97%
○H28標準学力調査（中２）　全国との差
　国　-0.3p（香美市70.1%  全国70.3%)
　数　+3.2p（香美市61.6%  全国58.4%)

3

3

4

○香美市道徳教育推進地区協議会
（年間５回）実施。
○道徳科研究指定校（舟入小）研究
発表会実施。（150名参加）
○香美市全小中学校道徳参観日実
施。
○第２期道徳教育推進リーダー２名
認定。
○道徳科研究指定校（舟入小学校）
研究成果発信により、市内全小学校
が新学習指導要領「特別の教科　道
徳」に対応した年間指導計画及び別
葉を整備。

〔達成評価〕　Ａ

平成29年度全国学力学習状況調査
質問紙(H29比較）
○「難しいことでも失敗を恐れないで
挑戦する」小：＋5.3　中：－6.7
○「学校の決まりを守っている」小：
+4.9   中：＋4.6
○「人の気持ちが分かる人間になりた
い」
小：調査なし  中：調査なし
○心のノート、ふるさとの志、高知の
道徳を活用できた（県調査回答：１０
０％）

4

・H28「標準学力調
査」国平均正答率
比較
中1 +4.4P～8.1P
中2 -7.9P～+2.0P
小4　2.0P～2.6P
小5　2.7P～5.1P

・H29「標準学力調
査」国平均正答率比
較で、小中学校とも
全国平均値以上とな
る。

①放課後子ども教室（舟入小・片地小）
②放課後等学習支援事業（放課後お
よび長期休業中）をほとんどの学校で
実施。

・平成２８年度全国
学力学習状況調査
質問紙（平成２７年
度比較）「難しいこと
でも失敗を恐れな
いで挑戦する」小：-
9.5　中：+13.9「人の
気持ちのわかる人
になりたい」小：+2.4
中：調査なし「学校
の決まりを守ってい
る小：+0.4　中：-2.4

・平成２９年度全国
学力学習状況調査
質問紙で「難しいこと
でも失敗を恐れない
で挑戦する」「人の気
持ちのわかる人にな
りたい」「学校の決ま
りを守っている」等の
項目で平成２８年度
より高くなる

放課後子ども教室（舟入小、片地
小）
放課後学習教室（鏡野中）

放課後等学習支援事業（放課後
および長期休業中）をほとんどの
学校で実施。

〔達成評価〕　Ｂ

・H29「標準学力調査」全国平均正答
率比較
中1 -7.7p～-2p　（国社数理）
中2 -6p～+3.2p（国社数理英）
小4　+3.3p～+4.3p（国+3.3 算+4.3）
小5　-2.4p～+0.2p（国-2.4 算+4.3）

3

3

3

①東部教育事務所等指導主事の招聘

②各種研修会の実施
・研究主任会
・中学校５教科部会
・教育研究会

③各事業における公開授業の実施

・H28「標準学力調査」
（平均正答率中学２年）
国-0.8P  社-7.4P  数
+2.0P 理-7.9P  英-0.9P
・H28「高知県学力定着
状況調査」（県平均との
差　中学２年）
国-0.4　社+0.6　数-2.4
理+1.1　英-5.4

・H29「標準学力調査」（平
均正答率中学２年）
全国平均値以上
・H29「高知県学力定着状
況調査」（県平均との差
中学２年）
県平均値以上

①東部教育事務所等指導主事の招聘

②各指定事業における研究の充実
・探究的な授業づくり（鏡野）
・学力向上モデル校（香北）
・教科間連携（大栃）

③支援員の配置（鏡野）

④中学校５教科部会及び教育研究会の実施

①香美市道徳教育推進地区協議会に
よる道徳教育の推進
②舟入小学校の道徳科研究指定校事
業の研修成果発信

・「自分には、よいとこ
ろがあると思う」小学
校-1.9P
中学校+2.9P
・「いじめはどんな理
由があってもいけな
いことだと思います
か」
小学校：98.3
中学校：95.3

・自尊感情
小中学校：全国比
+4P

・いじめ
小学校：98%以上
中学校：96%以上

児童生徒の意識の自尊感情に
係る部分の向上
・全国学力・学習状況調査で小
学校6年生、中学校3年生とも全
国値以上となる
・高知県キャリアアンケートでは
「自尊感情」に係る全般平均値が
H26より年々向上する「自尊感情
に係る」項目評価では強い肯定
的評価の割合が増加する
・いじめは「どんなことがあっても
だめだと思いますか」の回答
（100％）

①教師が授業や学習活動の中で、子ども
たちの考えを深めたり、広げたりできるよう
な場面を作る。
②児童会・生徒会サミットへの意欲的な参
加支援
③人権参観日の講演会支援

学力向上プロジェクト

・大学教授、東部教育事務所等による研修
・標準学力調査の実施（小１～中３まで）
・学力向上支援員の配置（山田小学校）

・学力先進地視察実施
・若年教員を育成するシステム構築、実施
・全小中学校への指導主事による指導
・研究主任会の充実
・高知工科大学、山田高等学校学生、生徒による学

習ボランテイア支援活動の推進

中学校学力向上推進
・中学校教員の授業改善、研究授業実施
・香美市学力向上スーパーバイザー派遣
（退職教員による数学、理科、外国語科
若年教員指導と支援）
・数学、理科学力向上補助員の配置
（鏡野中学校）
・高知県教育委員会作成シート活用推進
・中学校5教科部会の活性、教育実践推進

各校区での子どもの学び場の整備
・放課後子どもプラン

・香美市道徳教育連絡協議会による推進

・心のノート、ふるさとの志、高知の道徳活用

推進

・道徳の授業の質、教員の指導力向上

・家庭、地域社会を巻き込んでの取組の実施

人権教育の推進
・各小中学校のいじめ防止サミットへの
積極的な参加支援
・人権参観日の実施支援
・学校における家庭、教職員の研修実施支援
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＜視点＞
主体的に学び、社会を生き抜く力をもった人材を育てます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(３)　たくましく生きる人間力を培う教育の推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度

達成目標
取組・事業名 事業の概要

年度当初の現状
(課題等）

具体的な到達目標
(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

平成29年度

①図書支援員の配置
香美市内小中学校　5名（他校と兼務に
より100%）
②学校図書館コーディネーターを配置
③図書支援員研修の実施
実施回数：6回
（図書担当教員との合同研修２回を含
む）
④図書資料の活用に関する研修会の実
施
（２月１５日　講師：東京学芸大学付属世
田谷小学校　司書　吉岡氏）

〔達成評価〕　Ｂ

○学校図書館コーディネーターを市立図書館に
配属し、学校へ充実した資料提供をするなど学
校と市立図書館との連携が強化された。
○図書館資料を活用した授業づくりのモデル校
として、山田小と鏡野中が研究を行い、市内学
校へ研究内容を普及した。
○鏡野中学校の学校図書館にＰＣが設置できて
いない。（Ｈ３０年度設置予定）

・教科書に取り上げられている図
書が整備されている。
・学校図書館コーディネーターを
位置づけ、学校間及び市立図書
館と学校図書館連携がすすむ。
・教員が図書館資料を活用した
授業を展開できる。（並行読書）
全校
・学校図書館にＰＣを設置してい
る。（山田小、鏡野中）
（※県指定事業『学校図書館を活
用した「読み」を鍛える拠点校事
業』を受けている）

・学校に図書支援員を配
置（小中100%）
・学校図書館にPCが整備
されている。
・市立図書館と学校図書
館の連携がとれている。
・教員が図書館資料を活
用した授業を展開できる。
（並行読書）支援員からの
聞き取り100％

・体力の値が全国平均値以
上となる（全国体力・運動能
力、運動習慣等調査：体力
合計点　全国平均以上）
・健康な生活を送るための運
動習慣がついている（全国
体力・運動能力、運動習慣
等調査：「一週間で運動・ス
ポーツを１日何時間実施して
いるか(体育の授業以外）」
全国平均以上）

・早寝・早起き・朝ごはんの
定着
香美市食育推進計画（小学５年
生、中学２年生調査）の次の目標

数値を達成する

 毎日朝食を食べる95％以上
 起床時間6時30分
　　小学5年70％以上
　　中学2年60％以上
 就寝時間
 　小学５年（22時）60％以上
　 中学２年（23時）60％以上

・「郷土への愛着」
小6年生：95%
中3年生：85%
・「自分には、よいところがあ
ると思いますか」
小6、中3生：全国+3P
・「難しいことでも失敗を恐れ
ないで挑戦せいている」
小6年生：76.5
中3年生：75.2
・キャリアチャレンジデイ・
キッズチャレンジデイ継続

①各学校で教科・総合的な学習の時
間の中での地域学習の実施
②教師が授業や学習活動の中で、子
どもたちの考えを深めたり、広げたりで
きるような場面を作る。
③土曜授業の実施、内容の充実

〔達成評価〕　B
○体力の値（体力合計点）：平成28年度→
平成29年度（小５男女とも前年度を上回
る）
○全国体力調査Ａ～Ｅ評価でＣ評価以上
の児童生徒の割合が、全国順位と比べて
小５男子(＋12.0)女子(＋0.1)と高かった
が、中2男子(-4.0)女子(-12.0)は低かっ
た。
○健康な生活を送るための運動週間がつ
いている児童の割合はやや増えている（1
週間の運動時間420分以上53.8%）

3

①新・高知のこども体力アップアクションプランの活
用運動部活動サポート事業の活用
③体力・運動能力テストを香美市全児童生徒が実
施し、その結果を各校で分析し対策を実施する。
④運動する楽しさと運動量を確保した教科体育の
充実を目的とした体育科研修の実施

33

3

○こうちの子ども体力向上支援事業
活用（片地小）
○運動部活動サポート事業活用（大
栃中・香北中）
○体力・運動能力テスト全児童生徒
実施（体育･健康アドバイザー事業に
よるアドバイザーの訪問により、指導
助言を受けた　片地小・山田小・鏡野
中・香北中）

3

3

〇全小中学校で、キャリア教育の視
点を入れての授業を実施。
〇キャリアチャレンジデイの実施（10
月、生徒約320人、ボランティア約100
人）
〇各キッズチャレンジデイの実施（11
月～12月）

〔達成評価〕　B

〇「郷土への愛着」
小6：89.7%（‐5.3P）、中3：78.1%（‐6.9P）
○「自分には、よいところがあると思
いますか」
小6：77.3%（＋2.9P）、中3：69.2%（－
3.0P)

○「難しいことでも失敗を恐れないで
挑戦している」
小6：81.8%（＋5.3）、中3：68.5%（－
6.7P)

・キャリアチャレンジデイ・キッズチャレ
ンジデイ実施

3

①小学生「生活リズムチェックカード」の活用
②健康教育教材「よりよい生活習慣のために」
を全小中学校で活用
③低学年用家庭で学ぶリーフレットの活用
④体育・健康アドバイザー事業の活用
⑤香美市食育ハンドブック（中学校版）の活用

○小学生「生活リズムチェックカード」の活用
○健康教育教材「よりよい生活習慣のため
に」を全小中学校で活用
○低学年用家庭で学ぶリーフレットの活用
体育・健康アドバイザー事業の活用（片地
小・山田小・鏡野中・香北中）
○香美市食育ハンドブック（中学校版）を、保
健体育・家庭科・給食指導・委員会活動・ＪＡ
女性部との連携実習等で使用。塩分濃度計
を使った測定等、学習内容を深めることがで
きた。

〔達成評価〕　B
○毎日朝ごはんを食べている人の割合
は、小学５年生81.1％、中学２年生77.7％
で、前年度より若干下がり、目標値にも
至っていない。
○朝6時半までに起きる子の割合は中学2
年生63.5％で目標値60％以上を達成して
いるが、小学5年生は58.9％で未達成。
○就寝時間は小学５年生58.4％、中学２
年生64.9％で、中学生はほぼ目標値であ
るが、小学生は未達成。ただ、両方とも昨
年度よりは向上している。

3

・「郷土への愛着」
小6年生：91%
中3年生：77%
・「自分には、よいところが
あると思いますか」
小学校：74.4
（全国76.3)-1.9P
中学校：72.2
（全国69.3)+2.9P
・「難しいことでも失敗を恐
れないで挑戦せいてい
る」
小6年生：76.5
中3年生：75.2
④キャリアチャレンジデ
イ・キッズチャレンジデイ
実施

・「郷土への愛着」
小6年生：93%以上
中3年生：80%以上
・「自分には、よいところ
があると思いますか」
小学校：昨年度よりも＋
5P

中学校：昨年度と同等ま
たは＋2P
・「難しいことでも失敗を
恐れないで挑戦せいてい
る」
小6・中3年生：77%以上
・キャリアチャレンジデイ・
キッズチャレンジデイ実
施

9

キャリア教育の推
進

キャリア教育の推進
･キャリアチャレンジデイ、キッズ
チャレンジデイの実施
・キャリアの講師を招聘しての講演
会
・教職員、家庭、地域に対する研
修会の実施

・早寝・早起き・朝ごはん
の定着・香美市食育推進
計画（小５、中２調査）
 毎日朝食を食べる小
86.5%、中80.7%
 起床時間6時30分
　　小学5年51.5%
　　中学2年56.7%
 就寝時間
 　小学５年（22時）56.7%
　 中学２年（23時）60.7%

・早寝・早起き・朝ごはん
の定着・香美市食育推進
計画（小５、中２調査）
 毎日朝食を食べる小
90%、中85%
 起床時間6時30分
　　小学5年65%
　　中学2年60%
 就寝時間
 　小学５年（22時）60%
　 中学２年（23時）65%

8 健康な生活の推進

児童生徒の基本的生活習慣の確
立を図る取組
・基本的生活習慣の確立推進
・体力と健康、食育を関連させた取
組の推進

7 体力の向上

健康的な生活を送るための運動習
慣を確立する。
・運動の習慣化に対する支援

・図書支援員が全小中
学校に配置されてい
る。
・図書支援員の配置に
より、図書室が整備さ
れ、小学校を中心に効
果がでている。
・図書資料の活用の頻
度が高まっている
・学校図書館へのPCの
未設置の学校がある。

①図書支援員の配置
②学校図書館コーディネーターの配置
③図書支援員の研修（教員と合同の研修
も実施）
④図書資料の活用に関する研修の充実

6

・H28年度全国体力・運動
能力、運動習慣等調査、小
学５年男子47.7、女子49.9、
中学２年男子48.4、女子
48.8（全国50）。
H28年度「一週間で運動・ス
ポーツを１日何時間実施し
ているか(体育の授業以
外、全国比較）」小５年男子
531時間（－71時間）、女子
322時間（-48時間）、中２年
男子823時間（－141時
間）、女子597時間（-88時
間）

・本年度全国体力・運動
能力、運動習慣等調査に
おいて、全国平均に達す
るようにする（昨年度小５
男子－2.3、女子-0.1、中
２男子-1.6、女子-1.2）
・本年度調査において全
国平均に達するようにす
る（小５男子－71.2時間、
女子－47.7時間、中２男
子－140.8時間、女子－
87.7時間）

図書館教育の推進

学校や家庭、地域における読書活
動の推進
・香美市子ども読書活動推進計画
の推進
・学校図書館の整備
・図書支援員の配置
・図書支援員の資質向上研修の実
施

県 市

キャリア教育の推進
・キャリアチャレンジデイ
キッズチャレンジデイの実施
・キャリアの講師を招聘しての講演会
・教職員、家庭、地域に対する研修会の実施

学校や家庭、地域における読書活動の推
進
・香美市子ども読書活動推進計画推進
・情報センターとしての学校図書館の整備
・図書支援員の配置
・図書支援員の資質向上研修の実施

健康な生活を送るための運動習慣を確立する取組

・運動の習慣化に対する支援
・地域人材活用支援

香美市食育推進計画

児童生徒の基本的生活習慣の確立を図る取
組
・基本的生活習慣の確立推進
・体力と健康、食育を関連させた取組の推進
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＜視点＞
市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
(１)　香美市のたからを活かしたふるさと教育の推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

①香美市子ども祭りの実行委員会の
実施（年間8回）
　・子ども祭りのポスター作成
　・子ども祭りの計画・実施

○香美市学校食育推進事業実行委
員会（３回）実施。
○香美市食育庁内会（３回実施）
○栄養教諭の活用（文部科学大臣表
彰）
○食育推進校（楠目小）の児童発信
による地域食材活用「ネギ豚丼プロ
ジェクト」

・子どもたちの街づくりへ
の参画、地域の祭り等へ
の参加（85%以上）
・香美市子ども会議と活動
の実施
・香美市子ども祭りの開催
・香美市の歌CD作成・配
付

・早寝・早起き・朝ごは
ん（平成２４～２９年度
実施香美市食育推進
計画の目標値を達成す
るかそれ以上）

・①から④までの力が児童
生徒に身についており、災
害時に自助・共助の行動
が取れる
(防災・自助に関するアン
ケートの実施：緊急時の自
助行動、防災・減災につい
ての理解　100%）

○各校が学校安全計画通り、火
災・地震・不審者対策と工夫した
訓練を実施できた。炊き出しや引
渡しなど、家庭・地域と協力した訓
練や、予告なしのショート訓練を
実施している学校もある。

〔達成評価〕　B

○キッズチャレンジデイや参観日
を活用し、地域やＰＴＡとともに防
災教育に取り組むことができた。
○防災・自助に関するアンケート
は２月中に実施予定→未実施

3

4

6

香美市防災教育の
推進

防災教育の推進
①防災・減殺の知識の確立
②危険回避できる力の要請
③避難行動
④災害時に役立つ情報と防災
活動に積極的に参加

・香美市食育推進
計画指標（前年比）
早寝（小５：+9.8%中
２：23.4%）早起き（小
５：-14.2%中２：
+3.6%）朝ごはん（小
５：-1.3%中２：-
0.3%）

・香美市食育推進計
画指標の達成

①香美市学校食育推進事業により指
定校４校（大宮小学校・香北中学校・楠
目小学校・大栃小学校）を中心に基本
的な生活習慣の確立に取り組む

高知県安全教育プロ
グラムに基づく避難訓
練と防災学習の実施
（防災・自助に関する
アンケートは未実
施）。

・防災教育の推進（1か
ら4）までの力が児童生
徒に身についており、
災害時に自助・共助の
行動が取れる
(防災・自助に関するア
ンケートの実施：緊急
時の自助行動、防災・
減災についての理解
90%）

①地域を巻き込んだ防災学習や南海トラフ地震を想
定した避難訓練の実施。
  1防災・減災の知識の確立
     （防災の授業実施年３時間以上）
  2危険回避できる力の養成
    （防災の授業実施年３時間以上）
    （避難訓練年３回以上）
  3避難行動
    （避難訓練年３回以上）
  4災害時に役立つ情報と防災活動に積極的参加
    （地域の防災訓練等への参加１回以上）

5

食育の推進
香美市食育推進計
画

健康と食を関連させた食育推進
・健康と食を関連付けた教育実
践の取組

・香美市子ども会議
から出た活動の実
施（子ども祭りの開
催、歌CD作成・配
付）

・香美市子ども会議
から出た活動の実施
（子ども祭りを山田高
と共催で開催、歌CD
の普及）

4

香美市小中学校
子ども会議
子ども議会
（毎年実施）

・香美市子ども会議の開催
・香美市子ども議会の開催

1

香美市社会科副読
本活用推進
（支援員配置）
（社会教育施設の
活用）

香美市社会科副読本の活用
・ふるさとプログラム支援員配置
・テスト、指導書、電子版作成

3

香美市の森の学習
(山の学習)

香美市山の学習
・森林、物部川学習の推進
・「山の学習事業」の積極的利
用

2

香美市ふるさとプロ
グラムの実施

香美市ふるさとプログラム
・香美市ふるさとプログラムの作
成と実施
・香美市の社会教育資源の積
極的活用

・「自分の住んでい
る地域が好きであ
る」小6年生：91%
・香美市社会科副
読本改訂版完成
・香美市社会科副
読本改訂電子版完
成

・「郷土への愛着」
小6年生：93%以上
中3年生：80%以上
・平成31年度から使
用する香美市社会科
副読本の作成

○年間10回の社会科副読本編集
委員会を実施。
○龍河洞プログラム実施のため
の支援。

〔達成評価〕　B

○「自分の住んでいるところが好きで
ある。」
小6：89.7%（＋19.7P）中3：78.1%（＋
8.1P)

○副読本中の写真、グラフ、補足資
料等は、作成済み

①龍河洞プログラムの実施（全小学3
年生対象）
②各学校で教科・総合的な学習の時間
の中での地域学習の実施
③香美市社会科副読本の執筆・作成

・香美市の資源を活
用した学習の実施
　龍河洞100%、高知
工科大学100%、吉井
勇記念館26%、特産物
100%

・「自分の住んでいる
地域が好きである」小
6年生：91%、中3年生：
77%

・香美市教育資源を活
かした学習
　龍河洞100%、高知工
科大学100%、吉井勇記
念館40%、特産物100%
・「郷土への愛着」
小6生：93%以上
中3生：80%以上

①各学校で教科・総合的な学習の時間
の中での地域学習の実施
　・龍河洞プログラム、キャリアチャレン
ジデイ

中学3年生対象
・森林学習、児童生徒
体験（100％）実施
・香美市の山に登った
ことがある。（30%以上）
・物部川で活動したこと
がある。（93%以上）

①②③全学校で「山の学習事業」や教
科・総合的な学習の時間を活用した森
林学習の実施

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

中学3年生対象
・森林学習、児童生徒
体験（100％）実施
・香美市の山に登った
ことがある。（23%）
・物部川で活動したこ
とがある。（91%）

4

〇9月に全小学校3年生（約190
人）を対象に龍河洞プログラムを
実施。
〇小学校で、社会科や総合的な
学習の時間の中で香美市の社会
教育資源を活用。

〔達成評価〕　Ｂ

〇「自分の住んでいるところが好きであ
る。」
中3：78.1%（＋8.1P)
・龍河洞（６３％）、
・高知工科大学(８１%)
・吉井勇記念館(９%)

平成29年度

3

33

3

3

・香美市の教育資源を活用し
た学習ができた(中卒業時)
　龍河洞（100％）、
　香美市の特産品（100%）
　高知工科大学(100%)
  吉井勇記念館(50%)
  特産物(100%)
・児童生徒の意識「私は自分
の住んでいるところが好き
だ」
(H26年56.1％→H30年70％)

〔達成評価〕　Ｂ

○香美市森林学習、児童生徒体験（中３：
100%）
・香美市の山に行ったことがある（１２％）
・物部川で活動したことがある。（７５％）

・児童生徒の意識「私
は自分の住んでいると

ころが好きだ」
(H26年56.1％→H30年

70％)
・電子版「社会科副読

本」の作成

○香美市内全小中学校が、事業
実施計画lに基づいた取組を行っ
た。

・香美市森林学習、児童
生徒体験（100％）
・香美市の山に登ったこと
がある。（100％）
・物部川で活動したことが
ある。（100％）

3

〔達成評価〕　A

○早寝については、小学生は目標値には
届いていないが増加しており、中学生は
目標値を達成している。
○早起きについては、小学生は目標値に
は届いていないが増加しており、中学生
は目標値を達成している。
○朝食を毎日食べている人の割合につい
ては、小学生、中学生ともに微減してい
る。
今後も栄養教諭と連携しながら、基本的
な生活習慣の確立に取り組んでいく。

4 3

3

〇山田高等学校文化祭と合同で
子ども祭りの計画実施。
〇子ども会議新聞の作成。

〔達成評価〕　Ａ

〇子どもたちの街づくりへの参画、地域の
祭り等への参加（小：80.9%、中：79.0%）
〇子ども祭りの計画実施（5回）
〇子ども会議新聞の作成（3号発行）
○香美市の歌CD作成（H28年度完了）

香美市社会科副読本の活用事業
・ふるさとプログラム支援員配置
・テスト、指導書、電子版作成

香美市ふるさとプログラム
・香美市ふるさとプログラムの作成と実施
・香美市社会教育資源の積極的活用
（龍河洞、吉井勇記念館等の活用）

香美市山の学習
・森林・物部川学習の推進

・香美市子ども会議の開催
（香美市について自分ができること
等を話し合う会議）
・香美市子ども議会の開催

健康と食を関連させた食育推進
・健康と食を関係付けた教育実践の取
組

防災教育の推進
①防災・減災の知識の確立
②危険回避できる力の養成
③避難行動
④災害時に役立つ情報と防災活動に積
極的参加
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＜視点＞
市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（２）　子育て支援と親支援の推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

・子育てひろばの内容に

満足している利用者の

割合85％以上

・相談・援助件数

　　　年間480件以上

・子育てひろば利用者数、

相談・援助件数、一時

預かり利用者数合計

年間5500人以上

①「子育ておひさま通信」を発行・配布・ホーム
ページへの掲載（1回/月）
②「楽しい子育て応援します」の配布・ホーム
ページへの掲載（随時）
窓口への設置、乳幼児健診、保健師訪問等さ
まざまな機会を活用して配布
③「子育てガイド」を年1回更新し、窓口への設
置や関係機関等から配布　（転入児の家庭に
は健康介護支援課で配布）
④「子育てサークルガイド」を発行し、窓口への
設置、子育てサークルや関係機関等で配布
⑤乳児健診でおひさま通信を配布し、利用を
勧めている（1回/月）

〔達成評価〕　B

子育てひろば利用者数
相談・援助者数
一時預かり利用者数の
合計3933人(12月末)
年間見込　5244人

3

4

3
子育てひろば

子育て親子の交流の場の提供
と交流の促進を目的に子育て
支援センターで子育てひろばを
開催している。

5

地域の子育て関連
情報提供

毎月子育て通信を発行し子育
てひろばのイベント情報や子育
て情報を提供している。また、さ
まざまな機会を活用し地域の子
育て関連情報を提供・広報活動
している。

子育てに関する
相談・援助

子育てひろばでの相談や電話・
来所相談で随時相談を受け付
けている。また、健康介護支援
課と協働で子育て支援センター
で月1回育児相談を実施してい
る。

1

香美市教育の日
地域の人々を学校
へ

香美市教育の日推進
・「教育の日」への講師派遣支
援
・「教育の日」の取組等、情報発
信支援
・「教育の日」の体験活動支援

・子育てを支援する
上での専門家や支
援員の増員が内外
で求められている。

・支援を必要とする
人が支援を必要とす
るとき、十分な対応
ができる体制をつく
る

2

子育て専門家支援
家庭支援推進事業

特別な支援を必要とする家庭等
に支援を行う。

・毎月２０日は、「教育の
日」を実施している。
・地域の方々の学校行事等
への参加数(H28)
＊CS及び設置推進委員会
の実績（のべ人数）
【片地小】514名
【大栃小】299名
【大栃中】331名

・毎月２０日は、「教育の日」
を実施している。
・地域の方々の学校行事等
への参加数(H29)　＊CS及び
設置推進委員会の実績（CS
実施校のべ人数）
【片地小】520名
【大栃小】300名
【大栃中】350名

・特別支援保育コーディ
ネーターを2名配置、家
庭支援員（保育士）を全
園に配置し、各園で把
握している要支援家庭
に対する育児相談等の
働きかけが100％出来
ている。

・参加者の増加
保護者だけでなく、地
域の人の参加も増加し
ている
・教育の日の質の向上
参観するだけでなく、
ともに学びあう場があ
る
・学校の役割の情報発
信と啓発
地域に学校が取組んで
いることを充分に発信
することができている

4

①②広報に「教育の日」のお知らせや、各
学校の行事等を掲載した。
③市内全学校がコミュニティースクール
(以下CS)に向けた取組を推進した。
H29 CS：片地小、大栃小、大栃中
H30 CS(導入予定)：香長小、舟入小、楠
目小、大宮小、香北中
H31CS（導入予定）：
山田小、鏡野中

〔達成評価〕　Ａ

○地域の方々の学校行事等への
参加数（12月まで）
＊CS及び設置推進委員会の実
績（のべ人数）
【片地小学校】800名
【大栃小学校・大栃中学校】２００
０名

平成29年度

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

3

・H28年度
アンケート結果
子育てひろばの内容
に満足している利用
者の割合89.8％
(5段階評価の5)

（H27年度78.4％）

・子育てひろばに満
足している利用者の
割合85％以上を維
持する。(5段階評価
の5)

①子育てセンターなかよし
　子育てセンターびらふ
　月～金(9：30～11：30)開催
子どもの発達や年齢に応じた遊びや子育ての
知識などを提供し、
子育て家庭の交流を促す
②アンケートを実施
（新規登録者に随時および利用者にH29年7
月、H30年1月）
③他市町の子育てひろばの視察

・H28年度
子育てひろば利用者
数、相談・援助者数、
一時預かり利用者数
の合計6289人

(H26年度4925人)

・子育てひろば利用者
数、相談・援助者数、
一時預かり利用者数
の年間合計5500人以
上を維持する。

①「子育ておひさま通信」を発行・配布・ホームページ
への掲載（1回/月）
②「楽しい子育て応援します」の配布・ホームページへ
の掲載（随時）
窓口への設置、乳幼児健診、保健師訪問等を活用し
て配布
③「子育てガイド」を年1回更新し、窓口への設置や関
係機関等から配布　（転入児の家庭には健康介護支
援課で配布）
④「子育てサークルガイド」を発行し、窓口への設置、
子育てサークルや関係機関等で配布
⑤乳児健診で保育士がおひさま通信を配布し、利用
を勧める（1回/月）

・H28年度
相談・援助件数480件

(H26年度430件)

・相談・援助件数
年間480件以上を

維持する

①保育士、栄養士、保健師等専門スタッフよる
ひろば・電話・来所等での相談（随時）
②育児相談
子育てセンターなかよし・びらふ（1回/月）
大栃保育園園庭開放　（1回/2か月）
③産後早期の親子を対象とした産後サポート事
業「ママのサポートルーム」を実施（1回/月）
④未就園で子育てセンターを利用していない家
庭に対して保育士による訪問支援を実施

3

4

①保育士、栄養士、保健師等専門スタッフ
よるひろば・電話・来所等での相談（随時）
②育児相談
　　子育てセンターなかよし・びらふ（1回/
月）
　　大栃保育園　　（1回/2か月）
③産後早期の親子を対象とした産後サ
ポート事業「ママのサポートルーム」を実施
（1回/月）
④未就園で子育てセンターを利用していな
い家庭に対して保育士による訪問支援を実
施

〔達成評価〕　Ａ
相談・援助件数　401件(12月末)
年間見込　534件
①ひろば随時相談(12月末)
　　122件（なかよし88件、びらふ34件）
②育児相談
　なかよし：延185人
　　びらふ：延35人
　　大栃保育園：延2人
③ママのサポートルーム
　　母親延べ参加数　29人
④訪問件数　28件

4

4

3

・特別支援保育コーディネーター
を1名配置。支援を必要とする人
に、対応をする手助けができた。

・家庭支援員（保育士）をなかよし
保育園、あけぼの保育園に各1名
配置

①子育てひろばを開催　(月～金）
　なかよしひろば184回開催；利用者延べ
2263人
　にこにこひろば182回開催；利用者延べ
544人　　(12月末)
②・新規利用者に子育てひろば登録票に
てアンケートを実施（随時）
　・子育てひろばを利用している保護者を
対象に、ニーズ把握のため一定期間
アンケートを実施（Ｈ29.7月、Ｈ30.1月）
③高知市、南国市の子育てひろばの視察

〔達成評価〕　B

子育てひろばに満足している
利用者の割合(5段階評価の5)
84.9％

3

〔達成評価〕　Ａ

○特別支援保育コーディネーターの
配置（１名）
・児童、保護者、職員への支援はでき
た。
○家庭支援推進保育士を配置（２施
設各１名）
・配置できていない施設でも担任等
が対応した。

4

①「教育の日」の市内への広報
②地域の方が参加できる学校行事等を、
市内に発信
③市内全学校がコミュニティスクールに向
けた取組の推進

①特別支援保育コーディネーターの配置
（２名（予定））
　→現在１名配置しているが、もう１名につ
いては現在　欠員状態で適任者を募集中
②家庭支援員の配置（２名）
　→ クラス担任は持っていないものの遅番
任務があるため、家庭支援に専念できる時
間が限られる

香美市教育の日推進
・「教育の日」への講師派遣支援
・「教育の日」の取組等、情報発信支援
・「教育の日」の体験活動支援

子育て専門家支援家庭支援推進事業
・専任家庭支援員配置、相談活動の充実
・子どもの成長を見取る専門家派遣
・保護者、保育士対象研修会実施
（食育、子どもの発達、躾、特別支援
等）

子育て支援センターで
子育てひろばを開催

子育てひろばでの相談
電話・来所などによる相談
育児相談の実施
ママのサポートルームの実施
訪問支援の実施

子育て通信の発行
地域の子育て関連情報の提供や
広報活動

子育て支援センターで
子育てひろばを開催

子育てひろばでの相談
電話・来所などによる相談
育児相談の実施
ママのサポートルームの実施
訪問支援の実施

子育て通信の発行
地域の子育て関連情報の提供や
広報活動

子育て支援センターで
子育てひろばを開催

子育てひろばでの相談
電話・来所などによる相談
育児相談の実施
ママのサポートルームの実施
訪問支援の実施

子育て通信の発行
地域の子育て関連情報の提供や
広報活動

子育て専門家支援家庭支援推進事業
・専任家庭支援員配置、相談活動の充実
・子どもの成長を見取る専門家派遣
・保護者、保育士対象研修会実施
（食育、子どもの発達、躾、特別支援
等）
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＜視点＞
市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（２）　子育て支援と親支援の推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

平成29年度

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

・子育てひろばの内容に

満足している利用者の

割合85％以上

・子育て支援団体の

連携強化のための

取り組みを継続

・一時預かり数

年間750人以上

・参加延べ人数

年間50人以上

・参加生徒全員が子どもに

対して肯定的な思いを

持つ

(感想文より)
4 3

①山田高校と連携し、山田高校3年
生の「発達と保育」の教科を選択して
いる生徒が、子育てひろば参加の親
子との交流や、読み聞かせ体験など
を行った。

②子育てセンターなかよしにて
　7月26日、27日、28日、31日実施。

〔達成評価〕　Ａ

参加人数　14人

全員が子どもや子育てに対して肯定
的な思いを持っていた。
（参加時や終了後ミーティングでの
話、感想文などより）

・H28年度
参加延べ人数41人

(H26年度45人)

・年間参加延べ数
50人以上

①各講座を3回ずつ年9回実施し、コースで区切
らずに、参加しやすくする
②健康介護支援課が対象妊婦に個別通知し、
さらに初妊婦には電話をして周知する
③保健師、助産師、栄養士等専門スタッフによ
る講話と実技を実施

①健康介護支援課と協働で、子育て
センターなかよしにて9回中8回終了。
②健康介護支援課が対象妊婦に個
別通知し、さらに初妊婦には電話をし
て周知
③保健師、助産師、栄養士等専門ス
タッフによる講話と実習を実施

〔達成評価〕　B

参加延べ数　49人(再掲：夫12人)
3 3

・H28年度
参加生徒全員が子
どもに対して肯定
的な思いを持って
いた
(感想文より)

・参加生徒全員が
子どもに対して肯定
的な思いを持つ
(感想文より)

①山田高校3年生家庭科専攻の生徒が、子育
てひろばで親子との交流をしたり、子どもの発
達の講話などを聴く体験を通じて、子育てにつ
いて学ぶ

②昨年度は、両センターで実施していたが、学
校から近く、親子の参加数の多い子育てセン
ターなかよしのみで実施する

10

子育てサポート体
験

将来親となる高校生を対象に、
福祉・看護・保育・子育てに関心
を持ってもらうことを目的に、子
育てサポート体験を実施してい
る。

8

一時預かり
保育園等を利用していない香美
市内に住所を有する就学前の
児童を対象に、昼間において子
育てセンターで一時的に預かっ
ている。

9

マタニティママのつ
どい

妊娠・出産・子育てに関する知
識や技術を学び、参加者同士
の交流によって安心して子育て
できることを目的に、妊婦とその
家族を対象にマタニティママの
集い（両親学級）を開催してい
る。

・H28年度
一時預かり数1094人

(H26年度677人)

・一時預かり数
年間750人以上を維
持する。

①子育てセンターなかよし・びらふで実施（月～
金）
②保護者のニーズに対応できるように体制を整
備し、可能な限り受け入れに努める
③保育園児と交流するなど児童の心身の発育・
発達を促し、保護者と関わりを持ちながら、親子
を支援する

4

〔達成評価〕　Ａ

一時預かり延べ人数725人(12月末)
　　　　（なかよし528人、びらふ197人）
年間966人見込み

4

＜子育て講座・講演会の開催＞
　子育て講座・講演会を69回開催(12月末)
①つくってみよう、親子ふれあいリズム、誕生会など
②ミニミニ運動会　(土曜日開催)
③外部講師による歯の講座、食育講座、　救急救命
講座、絵本の読み聞かせなど。保護者の心身の健康
向上を目的とした「ママのリラックスヨガ」を新たに実
施。
④県事業を活用し、「親子ふれあいマッサージ」「こど
もの育ちとおもちゃの関わり」「小児科医による子育て
講演会」を実施
⑤国保連合会事業を活用し、健康介護支援課と協働
で「もっと知りたい乳がんのこと(乳がん予防啓発事
業)」を実施。

〔達成評価〕　B

子育てひろばに満足している
利用者の割合(5段階評価の5)　84.9%

3

3

①子育てサークル交流会
   6/2交流会、11/21研修会
②子育て支援団体のろばみみが開催している「ろば
みみ会議」への参加
③ろばみみ通信の配布、ハッピーチルドレンのちらし
や子育て支援に関する研修会等の案内等を掲示
④香美市立図書館と連携し、なかよしひろばで月１
回、にこにこひろばで2か月に1回、絵本の読み聞か
せを実施
⑤民協連合会で子育てセンターを紹介　5/24
⑥子育てひろばの行事へ民生委員や地域の人が参
加

〔達成評価〕　Ａ

子育て支援団体の連携強化のため
の取り組みを継続。 4

①子育てセンターなかよし・びらふで
実施（月～金）
②保護者のニーズに対応できるよう
に体制を整備し、可能な限り受け入
れに努めている。
③児童の心身の発育・発達を促し、
保護者とも関わりを持ちながら、親子
を支援している。

7

子育てサークル支
援

地域で活動している子育て支援
団体とネットワークを構築し、地
域全体で子育て支援の基盤づく
りをすることを目的に子育て
サークル交流会等を開催してい
る。

・H28年度
アンケート結果
子育てひろばの内容
に満足している利用
者の割合89.8％
(5段階評価の5)

（H27年度78.4％）

・子育てひろばに満
足している利用者の
割合85％以上を維
持する。
(5段階評価の5)

＜子育て講座・講演会の開催＞
①つくってみよう、親子ふれあいリズム、誕生会など
②ミニミニ運動会　(土曜日開催)
③外部講師による歯の講座、食育講座、　救急救命
講座、絵本の読み聞かせ
④県事業を活用し、「親子ふれあいマッサージ」「こど
もの育ちとおもちゃの関わり」「小児科医による子育て
講演会」を実施

6

子育てに関する講
習会

子育てひろばを活用して、子育
てに関する子育て講座や講演
会を開催している。

・5/24民生児童委員
総会にて、子育てセ
ンターを紹介。
・6/2香美市子育て
サークル交流会を開
催。
子育て支援団体の情
報発信を支援

・子育て支援団体の
連携強化のための
取り組みを継続す
る。

①子育てサークル交流会2回開催
②子育てサークルろばみみ主催「ろばみみ会議」への
参加
③ろばみみ通信の配布、ハッピーチルドレンのちらし
や子育て支援に関する研修会等の掲示をする
④香美市立図書館と連携し、絵本の読み聞かせなど
を実施
⑤民生児童委員に子育てセンターの紹介をする
⑥子育てひろばの行事へ民生委員や地域の人が参
加

3

子育てサポート体験の実施

子育て講座や講演会の実施

一時預かり事業の実施

「マタニティママのつどい」を開催
・子育てセンターなかよしにて

年9回実施

子育て支援団体とネットワークを構築
・子育てサークル交流会2回/年
・ろばみみ会議への参加
・子育てサークルの通信の配布や

ちらしの掲示
・子育て支援に関する研修会の案内
・絵本の読み聞かせを定期的に実施

子育てサポート体験の実施

子育て講座や講演会の実施

一時預かり事業の実施

「マタニティママのつどい」を開催
・子育てセンターなかよしにて

年9回実施

子育て支援団体とネットワークを構築
・子育てサークル交流会2回/年
・ろばみみ会議への参加
・子育てサークルの通信の配布や

ちらしの掲示
・子育て支援に関する研修会の案内
・絵本の読み聞かせを定期的に実施

子育てサポート体験の実施

子育て講座や講演会の実施

一時預かり事業の実施

「マタニティママのつどい」を開催
・子育てセンターなかよしにて

年9回実施

子育て支援団体とネットワークを構築
・子育てサークル交流会2回/年
・ろばみみ会議への参加
・子育てサークルの通信の配布や

ちらしの掲示
・子育て支援に関する研修会の案内
・絵本の読み聞かせを定期的に実施
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＜視点＞
市民が協働し、ともに支え合い、高め合う地域社会を築きます 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（３）　市民協働で地域の教育力を高める取組の推進 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

・コミュニティースクール事業

・各地域学校協働本部
が4部会以上で構成さ
れ、組織ができてい
る。
・年間3回の地域学校協
働本部事業の連絡協議
会での実施。
・活動のべ人数4,000人
以上

・各校や公民館で放
課後子ども教室等に
より子どもの安全で
健やかな居場所づく
りができている
（100％）

・各校でCS設置また
は設置に向けた準備
ができている。(100%）

・各児童クラブに認定資格
を保有する指導員を配置
し、安定した支援状況を確
保する。
・小学校から離れた場所
にある4児童クラブについ
て、小学校内または近隣
に新築工事を実施し、子
どもにとって利便性が高
く、機能的な施設整備を
行う。

・家庭、地域に開かれ
た計画的評価ができて
いる
・香美市教育振興基本
計画と連動した評価が
できている
・すべての学校の全項
目でＡ以上である。

○放課後児童支援員認定資格研
修及びその他の研修等にも随時
参加。
○山田小児童クラブ建設に向け
て建設用地の調整等を行った。

〔達成評価〕　B

○放課後児童支援員認定資格研
修に参加して５人が認定資格取
得。
○山田小児童クラブの建設用地
については、調整中。

3

4月計画書の作成、5月に委員と
のヒアリング、8月中間検証ヒアリ
ング、1月最終自己評価書を作
成・ヒアリング、2月評価者により
まとめ、HPへの公開。その都度、
関係者評価委員による学校訪問
を実施。

〔達成評価〕　B
前年度の評価委員からの評価を活かしな
がら、アクションシートを作成。学校経営
計画と並行し、取組を進めることができ
た。家庭、地域に開かれた計画的評価が
できている。
・香美市教育振興基本計画と連動した評
価ができている
・すべての学校の全項目でＡ以上は、
34/50。

3

3

35
学校評価の推進

学校評価の推進
・学校関係者評価の推進と拡充
・香美市教育振興基本計画と連
動した評価のあり方研究、およ
び評価

・6/8の児童クラブは指
導員が認定資格を保有
できている。
・新築を予定している4
児童クラブのうち大宮
小・大栃小児童クラブの
新築により50％完了。
山田小児童クラブは建
築地について検討中。

・8クラブすべてに認定資
格保有者を確保する。
・施設建築が可能な環境
を整備する。

①認知資格を保有するため、高知県が開催す
る放課後児童支援員認定資格研修に参加す
る。

②小学校から離れた場所にある、2児童クラブ
（くじら・めだか児童クラブ）の新築工事に向け、
小学校内又は近隣に施設建築のできる土地の
環境を30年度を目処に整える。

・計画的評価ができ、家
庭、地域にＨＰ等で広報
ができている。
・香美市教育振興基本
計画を直接に意識した
ものにはなっていない。
・すべての学校の全項
目でＡ以上である。

・計画的評価ができ、家
庭、地域にＨＰ以外でも積
極的に広報する。
・香美市教育振興基本計
画の内容を計画書で確認
を行う。
・すべての学校の全項目
でＡ以上である。

①委員への事前説明、学校とのヒアリング
等を行い、計画的な学校関係者評価の実
施をすすめる。
②教育振興基本計画について、学校と初
年度、中間、最終ヒアで進捗確認を行う。

4
放課後児童クラブの
充実

児童クラブ充実事業
・児童クラブ指導員の研修の実
施
・児童クラブの環境整備

3

コミュニティ・スクー
ル事業 コミュニティ・スクール設置に向

けて研究を進める

・舟入小・片地小及
び中央公民館は継
続して実施。鏡野
中は同一内容で放
課後等学習支援事
業にＨ28年度より
移行した。

・子ども教室の実施
を希望する学校があ
れば、全ての学校で
実施を検討する。

①舟入小学校・片地小学校で継続して
実施することとなり、1週間あたり２～３
日程度の開催を計画している。

・片地小学校・大栃
小・中学校でコミュ
ニティ・スクールの
設置
・上記以外の7校で
設置推進委員会

・7校の小中学校の
コミュニティ・スクー
ルの設置
・3校で設置準備委
員会

①学校運営協議会の組織づくり
②地域学校協働本部との連携づくり
③先進校視察等の研修

2

放課後子ども教室
推進事業

放課後子ども教室推進事業

1

学校支援地域本部
事業

地域の人が学校教育に係る活
動の充実

○子ども教室開設日数：舟入小１
６０日、片地小１１０日、中央公民
館１１５日

〔達成評価〕　Ａ

○１日あたりの平均参加児童生徒数
舟入小：２５人
片地小：２１人
中央公民館：７人

残り８校については、放課後等学習支援
事業及び放課後児童クラブ推進事業によ
り実施している

4

平成29年度

4

・各地域学校協働本
部がほぼ4部会以上
で構成され、組織が
できている。
・市主催の地域学校
協働本部事業の連絡
協議会ができていな
い。
・活動のべ人数3,556
人

・各地域学校協働本部
が4部会以上で構成さ
れ、組織ができてい
る。
・年間2回の地域学校
協働本部事業の連絡
協議会が実施。
・活動のべ人数が
3,600人以上にする。

①学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで
子どもを育てる体制を充実させるために各学校の
コーディネータ―が中心となってボランティアの調
整等を行い学校支援を行う。授業の補助、学習支
援、環境整備、学校行事支援、登下校の見守り等
の活動を行う。
②市の運営委員会を開催し、各学校の活動充実
につながるように進めていく。

4

〇全小中学校にコミュニティ・ス
クール設置推進委員会を設置。
○香美市CS研修会の実施（6月、
約100名参加）〇先進校視察（岡
山市35名・横浜市4名）
〇CSフォーラムへの参加（岐阜5
名、徳島32名、東京3名）
〇リーフレット・チラシ・カレンダー
の作成、配付

〔達成評価〕　Ａ

○各学校で学校運営協議会設置
向けて準備を進め、来年度市内8
校がCSをスタートさせる。

4

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

4

○高知県地域による教育支援活動研修会（７
月１１日）に管理職、コーディネーター等７名が
参加
○東部地区教育事務所関係学校支援地域本
部事業研修会を大栃中で開催（１２月１１日）
し、管理職、教職員、コーディネーター等87名
が参加し、物部地域学校協働本部の取組を学
習した。
○香美市地域コーディネーター連絡協議会を２
月１９日に実施し、それぞれのコーディネーター
が連携し、活動に取り組める組織作りを考え
る。

〔達成評価〕　B
○地域学校協働本部９本部のうち、７
本部が組織立てて、「学習支援」「地
域活動」「環境整備」「登下校安全指
導・学校行事支援」の４部の支援活
動を実施。
○地域学校協働本部の連絡協議会
は９本部のうち６本部で実施。
○活動延べ人数１月末
　　約４，４００人以上

4 地域の人が学校教育に係る活動の充
実
・学習活動支援
・学校整備支援等

学校評価の推進
・学校関係者評価の推進と拡充
・香美市教育振興基本計画と連動した
評価のあり方研究、および評価

児童クラブ充実事業
・児童クラブ指導員の研修の実施
・児童クラブの環境整備

他の学校での導入研究推進

片地小学校での研究、実施

① ②

放課後子ども教室推進事業
①鏡野中、中央公民館
②各小中学校で実施する
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＜視点＞
夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（１）　次世代を見通した教育の環境整備と実践 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

3

○みどりの小道環境日記への小
学生の出展

○地方公共団体と連携したCO2
排出削減促進事の実施（香長小
学校を中心に、市内全小学校で
実施）

○CO2排出削減を啓発するクー
ルチョイスフェスティバルin香美市
を２月１０日に実施。

〔達成評価〕　B

○みどりの小道環境日記に５名入賞

○地方公共団体と連携したCO2排出
削減促進事業において、市内全小学
校で授業を実施し、２月１０日にいく
つかの企業の協力・参加も得て、クー
ルチョイスフェスティバルを実施した。
(H28.29クールチョイス賛同者459人、
３団体）

34

環境教育
エネルギー教育の推
進

環境教育、エネルギー教育の
推進
・環境教育、エネルギー教育の
香美市の教育計画の作成と実
施
・高知工科大学、県立山田高等
学校と連携して推進
・子どもエコクラブ活動、みどり
の小道環境日記の活動促進
・地域と連携したCO2排出削減
促進事業での活動促進

1

ICT機器整備

ＩＣＴの整備とそれを生かした授
業の実施
・ＩＣＴ活用の授業の推進
・ＩＣＴ活用の授業の研究推進
・ＩＣＴ活用の交流活動の推進
・ＩＣＴ活用の情報発信の推進

ＩＣＴ整備

3

情報リテラシー教育
の推進

教職員へのＩＣＴリテラシー研修
の推進

2

情報モラル教育の
推進

教職員に関する情報モラル教
育の実施
児童生徒に対する情報モラル
教育の実施

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

3

・小学校において総
合的な学習の時間
を利用した環境学
習がすすんでいる。

・小学校を中心に
C0２排出削減に向
けて学習に取組む
とともに、地域の団
体においてもＣＯ２
排出削減について
啓発している（クー
ルチョイス賛同者
329人　Ｈ２９．２月
末現在）。

・環境学習の成果を
クールチョイスフェス
で発表。

・CO２排出削減に向
けてクールチョイス
宣言をし、自分たち
の生活を見直す。

①子どもeco活動交流会への参加

②コツコツ削減コンテストの参加

③みどりの小道環境日記への小学生
の出展

④CO2排出削減に向けたクールチョイ
スフェスの実施

〔達成評価〕　B
・HPの更新については、学校で温
度差がある。学校によっては、技
術的な支援が必要である。
・「興味関心を高める機器の使用
ができる」教員（強い校庭小
44.3％、中45.1％）
・ワード、エクセル、PP、メールは
自由に使用できる教員は、実感と
して増えている。（小88.6％　中
86.3％）

・山田小でタブレットを使った公開
授業を行い、多くの参加者を得
た。
・ICT支援員を配置、HPの支援や
教員の学習支援を行った。工科
大生サークルとつないだ。
・計画どおり機器の導入ができ
た。

〔達成評価〕　B

・機器等ハード面の整備に伴い、
情報機器を用いた授業は、各校
で随分と利用されるようになった。
特に、電子黒板の利用率は高
い。
・情報機器の整備は、予定通り実
施できている。
・タブレットなど個別の指導や意
見の集約につながる利用はやや
不十分である。

・教職員は「興味関
心を高める機器の
使用ができる」（強
い肯定32.7％)

・教職員はワード、
エクセル、PP、メー
ルは自由に使用で
きる(86.4％)

・教職員は「興味関
心を高める機器の使
用ができる」（強い肯
定35％)

・教職員はワード、エ
クセル、PP、メール
は自由に使用できる
(88％)

①ICT支援員１名の配置と学校への支
援
②工科大生による支援と研修（市指定
校による情報機器を使った授業公開へ
の支援）

・市教委主催の研修は、計画でき
ていないが、学校では、教員や保
護者、児童生徒に対して行ってい
る。
・SNSの研修を工科大生を招い
て、２小学校が行った。

〔達成評価〕　B
・情報モラルの意識を高める研修
を各校で行うことができた。
・PTA組織による、ネット宣言を行
い、応援ができた。
・情報モラルが指導できる教員
（強い肯定小38.3%　中37.8％）
・児童生徒が電子機器の利点に
ついて理解し、使用できるとともに
脅威についても理解している
（92％）

・各校のHPの更新状況を2ヵ月に
1回程度確認した。
・市指定校して、舟入小、山田
小、片地小、香長小、大宮小、大
栃小、大栃中を指定。山田小か
ら、本年度の取組の発表があっ
た。

・すべての学校で規模
にあった教育サービス
を受けているか(整備状
況に差が無い・整備計
画の遂行)

・ 電子黒板
・ タブレット
・ PCまたは　学習用ス
マートフォン
・ 教員用PC、タブレッ
トPC
・ スクリーン
プロジェクター
（100％）
・ふれんどルームのタ
ブレット等の整備

・系統だった情報モラ
ル教育が実施されて
いる
・情報モラルが指導で
きる教員（強い肯定
40%）
・児童生徒が電子機
器の利点について理
解し、使用できるとと
もに脅威についても理
解している（100％）

・教職員は「興味関
心を高める機器の使
用ができる（強い肯
定50％)

・教職員はワード、エ
クセル、PP、メールは
自由に使用できる
(90％)

・香美市内の小学校を
はじめ工科大学など関
係教育機関が連携し
て、環境教育・エネル
ギー教育に取組み
（クールチョイスフェス
等）、市ぐるみでＣＯ２・
排出削減に関するクー
ルチョイスに取組む
（クールチョイス賛同者
500人以上、47団体以
上）。

平成29年度

3
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3

3

・平成２８年度情報機
器の計画どおり整備
を進めることができて
いる

・情報機器の計画どお
りの整備ができる
・市指定校による情報
機器を使った授業公開
の実施

①山田小、大宮小、大栃小へのwifi、タ
ブレットの整備
②ふれんどルームへのwifi、タブレット
の整備
③ICT支援員１名の配置
工科大生による支援（市指定校による
情報機器を使った授業公開への支援）
④情報セキュリティーに伴う整備

・情報モラル教育が
実施されている（全
小中学校）
・情報モラルが指導
できる教員・強い肯
定28.7%
・児童生徒及び教
員のモラルや情報
セキュリティの甘さ
が心配される

・情報モラル教育が
実施されている（全
小中学校）
・携帯電話やスマホ
の利用についての家
での決まりを守って
いる児童生徒は小学
校で約70％、中学校
で約70％以上。（全
国学調）

①教員に対する研修は、保護者も含め
た研修の機会のサポート
②児童生徒には、各校が警察や高知
工科大学生によるSNS等の研修を推
進･･･工科大生への支援
③情報セキュリティを含めた教員研修
の実施（１０月）

ICTの整備とそれを活用した授業の実
施
・ICT活用の授業の推進
・ICT活用の授業の研究推進
・ICT活用の交流活動の推進
・ICT活用の情報発信の推進
ICT整備
・次代を見据えたICT整備

電子黒板、タブレットPC,等

・教職員に対する情報モラル教育の実
施
・児童生徒に対する情報モラル教育の

実施

・教職員へのICT
リテラシー研修の推進

環境教育、エネルギー教育の推進
・環境教育、エネルギー教育の香美
市の教育計画の作成と実施
・高知工科大学、山田高等学校と連
携して推進
・子どもエコクラブ活動、みどりの小道
環境日記の活動推進
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＜視点＞
夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（１）　次世代を見通した教育の環境整備と実践 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標
取組・事業名 事業の概要

年度当初の現状
(課題等）

具体的な到達目標
(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

平成29年度

・すべての小学校に
設置
（31年度香北中、大
栃中、32年度鏡野
中）

･「外国語を学ぶこと
が楽しい」小学校高
学年90％％以上
･「英語の授業が分か
る」中学２年生60%以
上
･外国語の指導を自
信もってできると回答
する教員小学校
80％、中学校100％
以上
･英検３級程度の力を
持っている中学3年
生40％

4

3

・意識調査より(H29.5)
【小】「外国語を学ぶ
ことが楽しい」
小学校高学年：87.8%
・意識調査より
(H28.12)

【中】「英語の授業が
分かる」
中学2年生：44%
【中】高知県学力定着
状況調査 2年生
県平均との差-5.4
【中】英検３級程度の
力を持った中学３年
生31%
・意識調査より(H29.5)
【教員】「自信を持って
指導している」
小学校高学年教員：
23.5%

・【小】外国語を学ぶ
のは楽しい （高学
年）　90%
・【中】英語の授業が
分かる中学２年生
50%

・【中】高知県学力定
着状況調査において
平均値となる。
・【中】英検3級程度
の力を持った中学３
年生40%
・【教】自信を持って
指導している
小学校高学年教員
40%

①先進校視察
②ALTの増員、外国語指導補助員等
の手配、予算や普及
③香美市版到達度目標とカリキュラム
の検証
④教員の授業改善を目指した研修の
充実
⑤姉妹校交流（オーストラリア）

①片地小、香長小の導入作業完
了

〔達成評価〕　Ａ

・本年度の入替え作業完了。残り
の小学校（舟入小、大栃小）はＨ
30年度中に導入予定。

①先進校視察
・全国英語活動研究大会への参加
（１２月８～９日　４名）
・教育課程研究指定校事業研究協議会
（２月６～７日　２名）
②ＡＬＴ８名、外国語指導補助員２名の配
置
③香美市版到達度目標とカリキュラムの
検証のための研修会の実施（年間３
回）・・・県指定事業と兼ねる
④教員の授業改善を目指した公開授業
研究会（年３回）
・大宮小学校　６月２２日
・香北中学校　１０月２５日
・楠目小学校　１月２５日
⑤姉妹校交流（オーストラリア）
１１月２１～２８日　市内小中学生１０名
（小６　５名、中２　２名、中３　３名）
イマニュエルプライマリースクール訪問及
びホームステイ

〔達成評価〕　Ｂ

・【小】外国語を学ぶのは楽しい （高
学年）　88.7%
・【中】英語の授業が分かる中学２年
生76%
・【中】Ｈ２９高知県学力定着状況調
査
中２結果　※２月公表
・【中】英検3級程度の力を持った中学
３年生32.9%
・【教】自信を持って指導している
小学校高学年教員35.3%

3

①片地小、香長小に整備し、ネット環
境と共に準備

・片地小、香長小に
システム完備 3

・山田小、大宮小、
楠目小は、導入済
み。H29は片地小、
香長小に導入作業
中

5
学校図書館システ
ム化の推進

学校図書システムの推進

6

外国語（英語）教育
の推進

外国語教育の推進
・外国語指導助手の配置
・外国語指導支援員の配置
・教職員に対する研修の実施
・外国語指導教材の整備
・外国人とのふれあい体験活動
支援

学校図書システム化の推進
①山田小、②大宮小、
③その他の小中学校で整備

外国語（英語）教育の推進

・外国語指導助手の配置

・外国語指導支援員の配置

・教職員に対する研修の実施

・外国語指導教材の整備

① ② ③
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＜視点＞
夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（２）　高知工科大学との連携 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

【新】
平成３０年度末

達成目標

・「英語」や「外国の
文化を身近に感じる
ことができる。（肯定
回答）95％以上
・交流会を実施する
学校100％

・教職員は「興味関心
を高める機器の使用
ができる（強い肯定
50％)
・教職員はワード、エ
クセル、PP、メールは
自由に使用できる
(90％)

・「英語」や「外国の
文化を身近に感じる
ことができる。（肯定
回答）95％以上
・交流会を実施する
学校100％

・教職員は「興味関心
を高める機器の使用
ができる（強い肯定
50％)
・教職員はワード、エ
クセル、PP、メールは
自由に使用できる
(90％)

33

・児童生徒には、工科大学生サイ
カットのメンバーを招いて、小学生
や教員を対象に2小学校でＳＮＳ
の研修を行うことができた。
・工科大・キャストを招き、小学校
で情報教育の補助を行ってもらっ
た。

〔達成評価〕　B

・教職員は「興味関心を高める機
器の使用ができる（強い肯定　小
44.3％、中45.1％)
・教職員はワード、エクセル、PP、
メールは自由に使用できる(小
88.6％　中86.3％)

4

高知工科大学の施
設や｢知｣を活用し
た連携活動の推進
教職員情報リテラ
シー研修の推進
例：情報教育担当
教員との連携

高知工科大学生による教職
員情報リテラシーに関する
支援

・ほとんどの学校で
学習、活動支援を
受けている。

・工科大生による学
習、活動支援を継続
する。

①放課後学習支援事業への工科大生
の参加
②香美市理科クラブの実施
③コラボ企画への工科大生の参加

・教職員は「興味関
心を高める機器の
使用ができる」（強
い肯定32.7％)
・教職員はワード、
エクセル、PP、メー
ルは自由に使用で
きる(86.4％)

・教職員は「興味関
心を高める機器の使
用ができる」（強い肯
定35％)
・教職員はワード、エ
クセル、PP、メール
は自由に使用できる
(88％)

①工科大生による支援と研修（市指定
校による情報機器を使った授業公開へ
の支援）

3

高知工科大学学生
企画による小中学
校学習支援活動

高知工科大学　学生企画に
よる小中学校学習支援活動

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標

(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

4

平成29年度

〔達成評価〕　Ａ

キャリアチャレンジデイも4年目と
なり、すべての中学生が2回以上
工科大学を利用することができて
いる。

4
・全中学生が中学校卒業
までに高知工科大学に
行ったことがある。
（100%）

・全中学生が中学校卒業
までに高知工科大学に
行ったことがある。
（100%）

○香美市デイキャンプの実施
期日：8月2日　参加者：38名（小中高生）
場所：香北福祉交流センター
内容：①外国文化に親しむ活動
　　　　②パンケーキづくり
○各高校での国際交流会の実施

〔達成評価〕　B

・香美市デイキャンプアンケート
「もっと英語を聞いたり話したりし
たい」97%
・各学校での国際交流会の実施
校7/10校

3

・市内のすべての
中学１・２年生を対
象にキャリアチャレ
ンジデイを、高知工
科大学で実施。
(100%)

・市内のすべての中
学１・２年生を対象に
キャリアチャレンジデ
イを、高知工科大学
で実施。(100%)

①キャリアチャレンジデイの継続

・「英語」や「外国の文
化」を身近に感じた
93.4%

・交流会を年１回以上
実施した学校5校

・「英語」や「外国の文
化」を身近に感じた95%
・交流会を年1回以上
実施した学校8校

①香美市デイキャンプの実施
②各学校での国際交流会の実施

平成30年度より
事業中止

・児童生徒の学力が向上
した
・香美市全中学校で実施
(100％)
・活動そのものが児童生
徒のロールモデルとなっ
ている
・高知工科大学に進学者
が増加し、その卒業生が
香美市で働く、社会貢献
するなどの人の流れがで
きる

3

・理科クラブは、小学生１３名（常時参加
は４名）のメンバーと山田高校生３名、高
知工科大学生３名で週１回山田高校にて
実施。主に山田高校生物担当教諭からレ
クチャーを受けた高校生が教師役となっ
たり、大学生が教師役となり、学習を行っ
た。

・工科大生や山田高校生が放課後学習
支援に参加している。

〔達成評価〕　Ｂ

・児童生徒の学が向上した。全国学力調
査（全国比較　小+2.6、中-2.4
・中学生への実施は本年度予定していな
い
・全国工科大生や山田高校生が積極的
に教育活動に関わってくれることで、先輩
の姿から将来の自分の姿について考える
ことができ、子どもたちのキャリア教育の
場となっている
・工科大学への市内からの進学者は平成
２５年度の４倍になっている

3

1

高知工科大学につい
て知る学習の推進
オープンキャンパス
事業

高知工科大学オープンキャ
ンパス事業
・中学１、２年生対象実施

〇中学１、２年生
・キャリアチャレンジデイの実施・
講師依頼

32

高知工科大学留学
生との交流
ディキャンプ開催

デイキャンプの実施
・小学生対象実施
・中学生対象実施

高知工科大学生による教職員
情報リテラシーに関する支援

高知工科大学学生企画による

小中学校学習支援活動

インターナショナルデイ実施
・小学校対象実施
・中学校対象実施

オープンキャンパス実施
・小学校5年生対象実施
・中学校2年生対象実施

25



＜視点＞
夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（３）　生涯を通した豊かな学びと文化・芸術、スポーツ活動の充実 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標

○公民館

①市民セミナーにおいて、人材バンク登
録者に指導してもらいものづくり（クラフト
テープを使ったかご作り、押絵羽子板作
り、多肉植物の寄せ植え教室など）を実
施。

②１グループに対し公民館使用料を半額
としサークル活動として行ってもらえるよ
う説明し人材バンク登録者に講師を依頼
し教室を行った。文化協会に加盟するよ
う呼びかけは行った。

○美術館
【芸術サークル、展覧会へのアトリエ・展
示室貸出】
・すみちゃんの絵手紙教室
・パステル・水彩画教室
・日本画教室
・絵画教室のいち展
【文化展】平成29年10月21～22日
【小・中・高校生の作品展示】
・高知県立山田高等学校第27回芸術三
科合同発表会　平成30年１月6～14日
・香美市児童生徒作品展（平成30年1月
26～28日開催）
【ワークショップ】
こどもワークショップ
・鳥を描いてみよう！　7月29日
・不思議な生き物をつくろう！　7月29日
・ボックスアートをつくろう！　7月30日
おとなワークショップ
・オリジナル　消しゴムハンコ作り　6月17
日
・はじめての水墨画　9月3日
・美術史をまなぶ　3月4日
【子育て支援サークルへの協力】
・「ろばみみ」が開催する「きっず・あーと
ぷろじぇくと」の作品制作指導、作品解説
などへの協力（年11回）

〔達成評価〕　B

①市民セミナー等で７教室開催した。

②２サークル発足した。

○美術館　〔達成評価〕　B
芸術活動支援等について、行動目標に
掲げていた内容は実施している。貸出で
きる展示室、アトリエの場所が限られて
いるので、できる限り利用ニーズに応え
るため、引続き日程調整等を行い、芸術
活動の育成・発表の場を提供していく。
ワークショップ開催後のアンケートについ
ては概ね満足度が高いので到達目標は
達成する見込みである。（平成30年1月
時点でこどもワークショップ参加者43名
の内、楽しかったとの回答が38名
（88％）、普通との回答が5名、おとなワー
クショップ参加者35名の内、満足との回
答が23名、普通との回答が2名）

・各種大会やファミリー
スポーツフェスティバ
ル、体力テスト、エリア
ネットワーク事業等で
スポーツ活動参加の機
会を２５年度の33回か
ら40回とする
・改修・改築後の施設
の利用促進により利用
者を３施設25年度の約
18,400人から22,000人
とする

3
生涯スポーツの推
進

・各種大会やスポーツイベ
ントを開催する事により、ス
ポーツに興味を持ってもら
える場の提供数の増加を図
る。

・改修・改築後の施設利用
促進を図り、利用者数を増
やす。

・市指定無形民俗
文化財で、10年
以上公開が行わ
れていないもの
がある。

・無形民俗文化財
の掘り起こしと、
新たな保存会の
設立
・文化財の公開と
活用を図る

・２８年度各種大会等はエ
リアネットワーク事業の影
響(効果)もあり52回。
・改修・改築後の施設の
利用者は完成施設が増え
るとともに増となっており、
4・5月の利用者数(29年度
6,227人)から推計すると
達成可能と考える。(28年
度は宝町ﾃﾆｽｺｰﾄ改修工
事のため利用していない)

・エリアネットワーク事業
は昨年は本来の趣旨で
の開催でなかったので、
今年度は内容を見直し回
数は減るものの規模はエ
リア単位となるので、イベ
ントの合計数を37回を実
現する。
・改修・改築完成した施
設の利用者を25年度より
は1.5割増(21,160人)とす
る。

①香美市体育大会や軽スポーツ大会等各
種大会を開催する。ファミリースポーツフェ
スティバルや体力テストを行うとともにエリ
アネットワーク事業や県民スポーツフェス
ティバルへの参加のＰＲをする。
②改修の終わった土佐山田テニスコート
等の利用者を増やすため調整を図る。

香美市体育大会：8種目・377名
香美市軽スポーツ大会：3種目・149名
市主催大会等：5大会・1003名
県主催大会
　県民ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ：16競技・164名
　市町村対抗駅伝競走：2ﾁｰﾑ・2７名
体力テスト：66名
ファミリースポーツフェスティバル：雨天中
止
エリアネットﾜｰｸ事業：5回.119名

〔達成評価〕　Ｂ

香美市体育大会や軽スポーツ大会、市主催大会、県
主催大会等は、台風等の影響で中止や参加チームの
ﾁｬﾝセルの種目があったため、多少の増減はあるが
総合的には例年並みの参加者が得られた。
体力テストは声掛けやＰＲ等の効果があって、過去最
高に多い前年並みの参加者が得られたが、ファミリー
スポーツフェスティバルは残念ながら雨天中止となっ
た。
エリアネットワーク事業が本来の趣旨で開催したこと
の影響もあり、事業数が大幅に減少した。
各種スポーツ活動参加機会は39回であった。

改修・改築した施設の利用で特に土佐山田テニスコー
トは、平日の新規利用者が増えているとともに、休日
も年度当初の調整により利用増に繋がっており、3施
設のH29利用者実績は25,432人であった。

3 4

取組・事業名 事業の概要
年度当初の現状

(課題等）
具体的な到達目標
(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

2

民俗芸能や伝統行
事を後世に残す取
組の推進

○無形民俗文化財を保存
し、
継承する団体への補助
○芸術祭（文化展）オープ
ニングセレモニーを依頼す
る
など、公開を促進

・公民館においては
主催事業の実施と貸
館による文化サーク
ル活動の場の提供を
している。

・美術館においては
アトリエや展示室の
貸出により、芸術活
動の育成・発表の場
を提供しているが、
ワークショップ開催後
の満足度をはかるア
ンケートは未実施で
ある。

公民館
・人材バンクを利用
した教室・講座を年
間5教室の開催を目
指す。
（H29.4.1現在22名）
・公民館を利用し定
期的に活動を行う
サークルを2サーク
ル以上発足。
（年間6回以上の利
用を目標）

美術館
・各種サークルの活
動場所の提供を行
い、文化芸術活動の
活性化を図るため、
4サークル以上の活
動を支援する。
・平成29年度よりア
ンケート調査を行
い、満足度65％を達
成するワークショップ
を年６回以上開催す
る。

1
芸術・文化活動の拠
点となる市内社会教
育施設の活用促進

中央公民館は生涯学習の
拠点として、市民の創造的
な学習活動の推進を図ると
共に、自発的、自主的な奉
仕活動を支援することを目
的とする。

・美術館においてはアトリエ
や展示室の貸出により、芸
術活動の育成・発表の場を
提供していく。

①民俗文化財の伝承者と
協議し、保存会の設立に
向けて人材を集める。

・公開と活用は定例日
に実施する以外にも実
施

・新たに１団体を発足さ
せ、無形文化財の保存
と継承を行う

○公民館
3

○美術館
3

公民館
①香美市市民セミナーで、人材バンクに登録し
ている方を講師とし、物作り教室等を開催して
いくとともに、各地区公民館等でも人材バンク
登録者を講師とした教室・講座等開催するよう
連絡・協議を行っていく。
②人材バンク登録者を利用し、新たにサークル
活動として発足するものについては、公民館利
用料の一部減額するなどし定期的に活動が行
えるよう支援を行っていく。また文化協会に加
盟していただけるように呼びかけを行っていく。

美術館
①芸術サークルの活動の場としてアトリエ・展
示室を提供する。また、文化展や小・中・高校
生の作品展示の他、子育て支援サークルの利
用においては、使用料の免除等で活用促進を
はかり、幅広い層が芸術に触れる場を提供す
る。

平成29年度

3

公民館

①市民セミナー等で
人材バンクを利用し
た教室を７教室以上
開催する。

②現在、中央公民館
を定期的に利用して
いるサークル数が49
団体である。2サーク
ル以上発足させ、51
サークル以上にす
る。

美術館
・乳幼児から高齢者までの
幅広い世代で５サークル以
上が文化芸術活動を行う。
・夏休み期間を利用した講
座活動や企画展開催中に作
家を講師とした講座の提供
を行い、引き続き年６回以
上のワークショップを提供
し開催後のアンケートで
85％以上の満足度を達成す
る。

・平成29年度芸術文化振興基金の
助成をうけて、物品を購入した。
・保存会を設立し、月二回の伝承
教室開催を決め、実施した。
・物部地区での催事で、年三回
公開をした。

〔達成評価〕　Ｂ
・新たな保存会を平成29年
1月に設立した。。
・人材については、香美市外
在住の方も多く、充分な人材
は集まっていない状況だが、
今後は市内で活動し、徐々に
広報を充実させ確保に努める

3 3

広報やホームページによる各事業のＰＲ

利用団体と調整を取りながら、スポーツ施設
の環境整備をする

香美市立術館による展示室・アトリ
エ
会場提供による芸術活動支援

美術館

公民館

人材バンクへの登録者の募集を継続

ると共に、登録者の活用に
ついて広く広報活動を行っていく

（生涯）

保存会設立

公開と活用

26



＜視点＞
夢を育み、新たな価値を創造する教育を展開します 行動実績の欄（平成３０年度末の達成目標の到達評価） 5：想定を大きく上回る状況　　4：想定以上の状況　　3：想定どおりの成果
（３）　生涯を通した豊かな学びと文化・芸術、スポーツ活動の充実 A：すでに達成している　　B：予定通り３０年度末に達成する　　C：達成の見込みなし 2：改善が必要　1：見直しが必要

↓ ↓

行動実績 到達目標の達成状況
内部
評価

外部
評価

H26 H27 H28 H29 H30
平成３０年度末

達成目標
取組・事業名 事業の概要

年度当初の現状
(課題等）

具体的な到達目標
(有るべき姿・望ましい状況）

具体的な取り組み
(計画・実施）

平成29年度

市民セミナー

パソコン教室

・年間１あたりの貸し
出し冊数４冊以上。

・新たな子ども司書
資格者を児童数の
5％以上にする。（小
学5,6年）

・市民大学
　　（１０００人）
・市民セミナー
　　（５００人）
・成人パソコン教室
　　（２５０人）
・成人英会話教室
　　（１５０人）
・こども教室
　　（１３００人）

安定した参加者数を上
記とする

3

3

・平成28年どの年
間１人あたりの貸出
冊数は2.92冊であ
る。
・平成28年度の子
ども司書資格取得
者は23名（6％）で、
20名弱の年もあ
る。

・年間１人あたりの貸
出冊数を3.0冊以上に
する。
・子ども司書資格取得
者は20名（5％）以上に
する。

①中高生向けの広報紙を作成、イベントを
開催する
②学校や児童クラブに出前講座を実施し、
図書館の広報活動に努める
③乳幼児絵本や子育て支援図書、教科関
連図書を購入する
④ボランティアと協働した図書館作りをす
る（おはなし会、図書館まつりなど）
⑤学校、図書支援員との連携を密にし、子
ども司書養成講座を推奨し、受講者を確
保する

・小学校への出前講座の開催（７校）
及び図書館利用案内の配布（７校、
保育園等１１園）
・総合的な学習や生活科学習で来館
　（小学校６校）
・乳幼児、紙芝居、アンパンマン図書
の充実
・ボランティアと協働した図書館作り
（図書館まつり、お正月リース作り、
お話会等８回実施。計２４３人参加）
・学校・図書支援員との連携を密に
し、「子ども司書」受講者を確保。
・図書支援員との会５回
・子ども司書受講者は、５，６年児童
３７６名の５％１９名に対し２３名が受
講。

〔達成評価〕 B

・年間１人あたりの貸出冊数3.10冊
　（81,710冊÷26,379人）
・子ども司書養成講座の受講者率は
6％（２３人÷376名）

35 図書館活動の充実

①図書資料の収集
②イベントの開催
③学校や読書ボランティア
との
連携

①成人教育
市民大学（講演）を４講座
市民セミナー（講座・教室）を１０講座
パソコン教室を２講座（各８回）
英会話教室を３講座（各８回）
を実施する予定。
②青少年教育
子ども英語教室・パソコン教室・
料理教室・ものづくり教室等
全16教室を開催予定

・市民大学（文化講座、健康講座、環境
講座、人権講座）
・市民セミナー（合掌鑑賞、ものづくり教
室、市民セミナー祭り、塩の道ウォーキン
グ、フラワーアレンジメント教室）
・パソコン教室（初級ワード教室、初級エ
クセル教室）
・英会話教室（初めての英会話）
・こども教室（子ども将棋、こども公民館、
こどもこーらす、英語教室（低・中・高学
年、物部、香北教室）子どもパソコン教
室、料理教室、スポーツ教室、野外活
動、書初め大会、折り紙教室、バルーン
アート教室
・地区公民館長主事会の開催

〔達成評価〕 B

・市民大学（3講座：延べ725名）
・市民セミナー（8講座：延べ339名）
・パソコン教室（2講座：延べ165名）
・英会話教室（2講座：延べ130名）
・こども教室
　　　　（開催回数141回：延べ1,571
名）
・館長主事会（12地区公民館：3回）

34
公民館活動の活性
化

・成人教育においては市民
大学、市民セミナー、パソコ
ン教室を実施し、青少年教
育においてはこども教室の
事業を実施している。

・市民大学や市民セ
ミナー・パソコン・英会
話等の講座・教室お
よび、子ども教室を継
続して開催する。

・市民大学
　　（１０００人）
・市民セミナー
　　（５００人）
・成人パソコン教室
　　（２５０人）
・成人英会話教室
　　（１５０人）
・こども教室
　　（１３００人）
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市民大学

英会話教室

子ども教室

各事業とも参加者の増加を図る広報活
動を進めると共に若い世代の参加を増

第二次香美市子ども読書活動
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